
箒
蕊
議
鐸

議蕊

…

：
譲鴬

鰯
蝿

驚鏡
錘

潟 f識

馨

鵜
灘

鴬

雲
謡

蝿

息識

事武

拝
§

霧

；
蕊懲§

蕊

職
職

熱

距
劣
次
式
の
ガ
を
瞬
間
的
に
一
本
に
し
て
相
手
の
綱

や
》
喝
叩

へ
一

》韻〕

韻

段
段
Ｌ
叩
く
、
、

韻

に
伝
え
る
こ
と
、
こ
■
れ
が
勝
利
に
導
く
要
因
で
す
。

ぞ
れ
に
は
、
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
が
大
事
だ
ね
．
」
と
両
方

の
監
督
を
務
め
る
大
和
田
信
明
さ
ん
（
安
良
川
）
・

認
證
の
高
萩
バ
ッ
ク
ギ
ャ
ー
は
、
結
成
し
て
三
年
目
。

そ
の
後
へ
Ｊ
「
お
も
し
ろ
そ
う
」
と
、
そ
の
奥
さ
ん
た

I
撚識 鱗

輯

瀧

’ 溌識

鰯

灘
燕

蟹

騒鱗§
鐘落謹；
､玲配 f鵠混り

悪『蝿鶴

､蕊謎.際
弱､齢』 配屯

溌癖
串離錦』韓十

蕊 ＃

：
灘

綴

基
診、蕊

協議
鱗

篭

識
灘蕊

鐵
溌
辮

池

無『無『
篭

鰯

獺
霞霞

蕊 篭

灘

噂慰 寺

込、拘り
鑑"、

鷺鷺

罐辮

‘ 豊

亨霞
鞍k

鳶鳶§蕊
瀞

蕊 灘
侭
瀞 I

一
）ち

が
中
心
と
な
り
高
萩
加
代
和
伊
津
を
結
成
し
、
ペ

ア
で
各
大
会
に
出
場
し
て
は
、
互
い
に
好
成
績
を
収

め
て
き
ま
し
た
。
そ
の
実
力
が
認
め
ら
れ
、
九
月
六

日
㈲
に
開
か
れ
る
第
四
回
全
国
勤
労
者
綱
引
大
会
に

ペ
ア
で
出
場
権
を
獲
得
し
、
現
在
は
、
大
会
に
向
け
て

夫
唱
婦
随
で
練
習
と
調
整
に
余
念
が
あ
り
ま
せ
ん
。

識

弾

溌蕊’鶴

， ≦ 、蕊
《塞ぎ 塗

鐸

霧識

篝
鷺

鷺

‘
。

抵
溌
‐
』
軸

篝
聯;司

恥
癖

＃

＃．『鞭
矧

湾

穏蝿

…
高 バツ 一

ｩ、 ょ わ い ず
唖

盲 加と
灘

蕊蕊蕊
蕊驚鐸
患 鋒競

;蕊

謹

＄

》

蕊蕊鱗 …

篭溌☆2-5…消防団は災害からみなさんを守っています☆8~9こんにちは'市民記者で”



一

夛肖 I

騨蝉騨謡辮鋪騨蕊難

…
》

右
上
か
ら
副
団
長
の
篠
原
新
一
郎
さ
ん
、

た
け
じ

沼
田
浩
さ
ん
、
鈴
木
健
二
さ
ん
で
す
。
写

真
の
番
号
は
、
消
防
分
団
名
と
そ
の
分
団

長
で
す
。

鰯
辮
鑑
識
識
需
鐡
鐸
鍵
鱸
噸
溌
睡
鍔
騨
轆
霊
辮
撫
輝
露
辮
麓
蕊
鍔
鍔
蕊
轆
騨
醗
醗
蕊
騨
辮
騨
瞬
辮
識
灘
撫

…
↓さ

災
ヨー

！
醜
一
辱
匡
歴
唖
酔
睡
騨
職
醗
鱗
雌
酔
睦
瞬
恥
膨
岬
跡
膨
ｒ

ず曲

灘

》

一
■
ロ
屍

封

“

悸

識

峠

三

騒

一

■

■

１

．

轆

嚥

…

、

！

軸
１

．

．

姉

▲
昨
年
の
日
立
地
区
ポ
ン
プ
操
法
大
会
の
一
コ
マ

坤

転

嘩
擁
蝿

織
雛
蕊
辨
溌
辮
職 §r砲蝋燃

毎J 曜串

自
然
の
力
は
、
は
か
り
知
れ
ま
せ
ん
。
｜
度
災
害
が
起
き
る
と
、
道
路
や
建
物
の
崩
壊
、
さ
ら
に
は
市

民
の
み
な
さ
ん
の
生
命
や
財
産
に
ま
で
被
害
を
及
ぼ
し
か
ね
ま
せ
ん
。
市
内
に
は
万
一
の
火
災
や
水
害

な
ど
の
災
害
に
備
え
て
、
団
員
三
五
○
人
に
よ
る
消
防
団
が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
月
号
で
は
、
九
月

一
日
㈹
の
「
防
災
の
日
』
を
前
に
、
そ
の
大
切
な
担
い
手
の
消
防
団
の
活
動
を
紹
介
し
ま
す
。

鐸』
唾

》
認
識
簿蕊

、零巍

．ー'

§ ⑪ 4】

日
本
の
建
物
は
、
古
来
か
ら
木
造
建
か
に
対
応
で
き
る
よ
う
、
常
に
体
制
を
ま

築
を
、
王
と
し
て
き
た
た
め
、
火
災
が
起
整
え
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
火
災
な
ど
輯

こ
る
や
否
や
財
産
を
焼
失
し
、
時
と
し
災
害
の
内
容
に
よ
っ
て
は
、
多
く
の
人

て
は
生
命
も
脅
か
し
ま
す
。
日
々
、
火
手
や
消
火
機
具
を
使
わ
な
い
と
、
災
害

災
が
起
こ
ら
な
い
よ
う
に
用
心
す
る
こ
は
広
が
り
市
民
の
み
な
さ
ん
の
財
産
な

と
が
大
切
で
す
が
、
火
災
が
起
こ
っ
た
ど
に
、
膨
大
な
損
害
を
及
ぼ
し
か
ね
ま

場
合
は
、
速
や
か
に
消
火
活
動
に
あ
た
せ
ん
。
そ
こ
で
、
消
防
団
に
出
動
を
も

椴
鵜
撫
灘
縄
押
州
剛
縣
撫
離
職
離
牒
称
恥
剛

防
火
活
動
な
ど
を
進
め
て
い
ま
す
．
速
や
か
に
連
絡
が
取
れ
る
よ
う
、
表
二
動

腫
恥
磐
洪
坏
籟
罎
雅
蕊
…
ゞ
蓑
這
輔
霊
蒙
霊
輩
試
謹
ゞ
出

篝
蕊
薩
騨
躍
躍
憲
動
篭
侭
職
蕊
篭
蕊
蕊
の

で
棚
伺
誠
二
鋤
鯛
吹
燭
賊
ぱ
馴
皿
鯉
鯏
繩
鯏
職
胴

や
防
災
な
ど
の
活
動
に
も
力
を
入
れ
て
を
巡
回
し
、
危
険
性
は
な
い
か
を
調
べ
消

い
ま
す
。
そ
の
活
動
の
一
年
間
の
内
容
て
い
ま
す
。
ま
た
、
八
月
一
六
日
㈲
に

訳
話
哉
藤
維
羅
轌
域
騨
惑
近
藤
艦
諏
錘
烈
礎 数字は、

予
等
Ｃ
婆
心
心
墜
内
．
ご
秘
か
齢

鮮
鯵
繭
鷺
り
む
融
○
◇
巽
心
◇
簿
今
入
・
謹
む
》

叩
・
鍵
◇
〈

異

ｘ
Ｘ
ｘ

一
心
◇
予
罵

岱
發
、
ｋ
八
』
韓
Ｃ
翁
這
鋤
。
群
ｃ
ｃ
雷
ｃ
ｃ
室
。
ｃ
践
心
Ｃ
露
蕪
令
輯
○
噂
守
笈
ｘ

蕊
隙
署
塗
潰
畷
鬮
溌
連
携
種
噸
蜂
泰
溌
灘
蕊

（
‐
｝

消防分団名です。

一
三 第1出動分団

①④ 9 ⑭

②⑤10
③ 8 ⑫

第2出動分団|第3出動分団｜ 本部残留
３
５
１
１

ｂ
７
ｕ

高萩帥‘区 残り全分団

災
害
の
発
生
現
場

７
８
９

①
②
③

⑭ 15(4)

⑤
6

０
１
３

１
１
１

u望）

ま
す

島名・秋山地区 〃

⑤
10

11

⑫15
13

⑭

９ ④(L）
'列
、ニノ

③

ｂ
７
Ｒ

松岡地区 〃

①
③
④

②３
３
ヘ
リ

ｑ
１
－
ｑ

５
６
７

１
１
１

８
９
０

１
１
２

6
旧高岡地区の

北部(横川､若栗､上･下君田）
〃

①
③
月

⑫
⑭

１２６
７
０

１
１
２

４
エ
育
斗
戸
Ｏ

ｅ
、
ダ
●
“
、

旧高岡地区の
南部(大能､中戸川）

〃

」
(注） ○は、消防ポンプ自動車を備えている分団で、他は小型動力ポンプ積載車です。

②
鵜

臣i

1



鼠消防団の組識

員
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ

人
別
別
鋤
別
別
賜
賜
砺
妬
巧
賜
肥
賜
肥
巧
吃
喝
妬
嘔
妬
追

い
ｃ
■
●
■
●
ｐ
■
○
申
。
Ｃ
●
の
●
■
●
毎
Ｇ
ｓ
◆
●

区
町
東
川
名
方
中
下
滝
原
戸
浜
網
町
側
杉
栗
田
田
川
能
川

良
山
山
木
手
工
本
君
君
戸

勧
地
本
駅
安
島
北
秋
秋
石
駒
高
赤
下
大
川
二
若
上
下
横
大
中

冊
１
１
く
く
く
ｉ
Ｉ
く
１
１
く
く
く

識
幹
団
団
団
団
団
団
団
団
団
団
団
団
団
団
団
団
団
団
団
団
団

団
、
扮
恋
崎
蛎
幟
研
銃
端
吋
坊
識
羽
鐙
崎
蛎
研
論
端
崎
畷

分
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
２
２

第
第
第
第
第
第
第
第
第
第
第
第
第
第
第
第
第
第
第
第
第

分団長

藤枝 仁
姜冬 力轌司r

浅井正一

渡邊博通
いわ お

時崎磐雄

大都 蕊
渡邊 満

下山田誠司

佐藤 平

柴田 進
か寸' 』っ

大高一生

鈴木 栄

斎藤 忠

鈴木光利

本多冨次男
せい 叫，心

松崎生一

広木浩二
聖悪 よし

佐川福徳

松本一郎

松本勝蔵

鈴木修二

菊地信夫

ヨ

高
萩
地
区
一

消
防
団
長

消
防
副
団
長

司

市
長

’

松
岡
地
区

大
久
保 穂
積
政
次

鈴
木
健
二

沼
田
浩

篠
原
新
一
郎

主
月

弛
叩
Ｊ
４
１

旧
高
岡
地
区

＝

三
五
○
人
の
消
防
団
員
の
ほ
と
ん
ど

は
、
各
自
の
職
業
に
従
事
し
て
お
り
、

平
均
年
齢
約
四
○
歳
と
い
う
働
き
盛
り

の
お
父
さ
ん
た
ち
で
す
。
団
員
の
み
な

さ
ん
は
、
時
を
選
ば
ず
に
発
生
す
る
災

害
の
連
絡
を
受
け
て
、
昼
夜
を
問
わ
ず

現
場
に
駆
け
つ
け
ま
す
。
災
害
と
い
う

な
い
よ
う
消
防
団
も
警
戒
に
あ
た
り
ま
す
。

灘
臓
醗
罰
蝋
静
爵
鰹
聯
鶚
憾
徳
義
脇
瀞
嚇
認
識

Ｌ
卦むく

〉

園婦人消防クラブ
婦人消防クラブの会員は、 346人です。 (平成4句 7月現在敬称略）

｜
’

名 称

横川婦人消防クラブ

下君田 〃

上君田 〃

員
人
人
人
人
人
人
人

１
６
９
３
５
４
８

５
５
９
３
５
３
１

今
云設立年

昭和46年

昭和46年

昭和46年

昭和46年

昭和46年

平成元年

平成元年

今
云 長

鈴木友

鈴木秀

子

代

大森ヨシ子

藤田愛子

大部智江

佐川久仁

村松則子

若栗

中戸川

″
｜
〃

能
原

大
上

″

″

函消防団の活動 山
間
部
の
地
域
は
、
市
の
中
心
部
か

ら
二
○
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
前
後
の
距
離
が

あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
消
防
団
員
の
多
く

は
、
地
区
外
に
働
き
に
出
て
い
る
た
め

団
員
の
手
薄
な
時
間
に
火
災
が
発
生
し

た
場
合
、
消
火
活
動
に
取
り
組
む
ま
で

に
時
間
が
か
か
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
昭

和
四
五
年
三
月
、
下
君
田
の
地
区
の
み

な
さ
ん
が
総
出
で
山
林
作
業
中
、
そ
の

異
常
事
態
の
な
か
で
活
動
す
る
消
防
団

の
仕
事
に
は
、
危
険
性
を
伴
う
こ
と
も

あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
地
域
を
守
る
た

め
に
率
先
し
て
そ
の
活
動
に
あ
た
っ
て

い
ま
す
。
各
団
員
の
地
域
を
慈
し
み
守

ろ
う
と
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
精
神
が
、

こ
れ
ら
の
活
動
を
支
え
て
い
ま
す
。
こ

の
よ
う
に
団
員
が
、
安
全
に
そ
し
て
十

分
な
活
動
に
取
り
組
む
に
は
、
職
場
や

家
族
の
理
解
と
協
力
が
と
て
も
大
切
で

す
。

￥

驚くr軍韓ご§ 篭.,..､､ﾏ￥ ..． ....．

“…#、 …~f
よ初今
うめ年
す式の
の出

一
》1月…消防団の出初め式蕊溌各

､蕊苫 "2- , ： " “

分団による火災予購及び
. ､ 噂 ミ ｡ ､ ﾐ:、 、輪; , . : ｡

‐蕊メ夜の警戒広報：好蕊認：
､ . . ‘ ､ : ~密､､ ら“通

2月…春の火災琵防運動溌穰蕊

"1 ℃j {蕗家慮""巍蕊溌蕊；
3蝿”；郡燃永災篭雛職溌
ﾘ職職職撫，澱が燕i蕊溌溌蕊1
""『蕊灘礎蟻艤溌f
慰榊鰯溌浴蕊纐漣甚蕊溌患誉

" ” ' ､ ､ ,, 二､ ､ 唇 ､ :L謹 L ､品､巽癖, ， ､‘ 観

＃？": 1の警戒柳：〆ぷi秘ir群譲
, ､ " "､､灘鳴 ； ､ ？、鍵:､ §" "

9月．,"‘日立地区誤ソ笈操溌爽套

11H｡｡秋の火災王随運動に軽い
… i ．

各家庭の火の元点淡蕊:

12月…各分団による爽笈矛溌笈
ﾆ 胃r さﾆ ﾆ ．

び夜の警戒広報が毒; j
§ 二 二 冒驚 1 ． ざ

＊1年を通じての出場は患琴蕊

･火災の時 § ~琴I諺蓉＝｡:蕊筵碁 :

・台風の時は､河川の氾溌の防
； 旨 ．

災作業と警戒 蕊:涯塞1ゞ
:．海水浴などの水難尋や行寿索

： “ ､ : 息 "

明者の捜索 ､《 二 ･ ， … j圏斑灘f

桝
◎
火
災
を
消
し
た
り
、
風
水

》
一

》
害
な
ど
の
災
害
が
起
こ
っ
た

浄
と
き
に
出
動
し
ま
す
。

》
』

》
》
◎
火
災
が
起
こ
ら
な
い
よ
う

熱
市
民
の
み
な
さ
ん
に
呼
び
か

》
（

》
け
た
り
、
各
地
区
で
火
災
に

》
な
り
そ
う
な
箇
所
が
見
受
け

》
ら
れ
れ
ば
、
指
摘
し
、
未
然

》
に
防
ぎ
ま
す
。

誌
◎
地
震
や
そ
の
他
の
災
害
に

嘩

蝉
対
す
る
防
災
活
動
に
あ
た
り

唖
》

》
臓
睡
溌
海
、
藤
＃
緯
：
…
蜜
藤
＃
総
…
＃
…
§

地
区
四
八
戸
が
全
焼
す
る
と
い
う
大
火

が
あ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
表
五
の
よ
う

な
、
地
区
の
女
性
に
よ
る
婦
人
消
防
ク

ラ
ブ
が
で
き
ま
し
た
。
万
一
に
備
え
、

日
ご
ろ
か
ら
消
防
分
団
員
と
と
も
に
消

防
機
械
や
器
具
の
使
い
方
の
講
習
会
な

ど
に
参
加
し
て
、
消
火
活
動
の
訓
練
に

努
め
て
い
ま
す
。

函
消
防
団
の
仕
事

漁
．
・
・
封
△
，
難
ｖ
壺
口
討
刺
叩
△
理
罰
■
叫
口
式
叩
‐
‐
愛
ロ
ロ
酎
口
●
署
晶
￥
口
醐
寄
島
坪
踊
韓
・
‐
△
‐
斜
罰
私
心
Ｆ

I
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消防団は災害に備えて 練を重ねています
穂積政次消防団長と消防本部の福田徳市消防課

長に、消防団の歴史をもとに、これからの消防活

動について話し合っていただきました。 （敬称略）
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§ 穂
積
人
間
は
、
火
を
使
っ
て
進
化
し
、
現

在
も
火
と
は
切
り
離
せ
な
い
生
活
を
し
て
い

ま
す
。
で
す
か
ら
、
同
時
に
絶
え
ず
火
の
脅

威
も
受
け
て
き
ま
し
た
ね
。
明
か
り
を
取
る

に
も
食
事
や
暖
を
取
る
に
も
、
一
切
が
木
造

わ
ら

で
藁
屋
根
が
多
か
っ
た
当
時
、
火
災
が
起
き

て
も
消
防
自
動
車
が
無
い
か
ら
、
建
物
を
壊

お
け

し
た
り
桶
で
水
を
掛
け
る
消
火
方
法
だ
ね
。

だ
か
ら
消
す
よ
り
火
の
手
の
ほ
う
が
早
く
、

一
つ
の
集
落
が
全
焼
す
る
こ
と
が
多
く
て
ね
。

そ
こ
で
出
来
た
の
が
、
私
設
消
防
組
。
一
世

帯
で
男
子
が
一
人
消
防
組
員
に
な
り
、
そ
の

地
区
の
有
力
者
が
資
金
を
出
し
て
手
押
し
ポ

ン
プ
な
ど
の
消
火
機
具
を
用
意
し
た
ん
だ
よ
。

福
田
そ
う
で
す
ね
。
今
の
公
設
消
防
団
に

な
っ
た
の
は
、
明
治
二
七
年
に
国
の
消
防
規

則
が
で
き
て
か
ら
で
す
ね
。

穂
積
初
め
は
警
察
消
防
と
し
て
で
き
ま
し

た
が
、
市
町
村
が
管
理
す
る
自
治
体
消
防
に

な
っ
た
の
は
、
昭
和
二
二
年
だ
ね
。
今
で
は
、

消
火
活
動
は
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
が
大
事

蕊
鴬

n癖

鴬

黙

Eq

蝿

活
動
し
や
す
い
衣
類
や
消
防
ポ
ン
プ
車
が
各

分
団
に
配
置
さ
れ
て
い
る
し
、
設
備
や
団
員

の
待
遇
も
充
実
し
感
謝
し
て
い
ま
す
よ
。

ま
た
、
消
火
活
動
は
、
共
同
作
業
だ
か
ら

チ
ー
ム
ワ
ー
ク
が
と
て
も
大
事
。
万
一
に
備

え
、
日
ご
ろ
か
ら
機
具
類
の
操
作
や
消
防
訓

練
を
重
ね
な
が
ら
団
員
の
親
睦
を
深
め
た
り

地
域
の
様
子
を
把
握
す
る
こ
と
が
大
切
だ
れ

万
一
の
災
害
時
に
出
動
し
て
も
、
敏
速
な
行

動
が
取
れ
る
し
、
危
険
を
回
避
で
き
ま
す
。

い
か
に
正
確
に
早
く
消
火
体
制
が
取
れ
る
か

を
競
う
大
会
も
、
毎
年
九
月
に
開
か
れ
る
の

で
、
団
員
は
、
夜
、
そ
の
練
習
を
重
ね
て
い

ま
す
よ
。
消
火
機
具
の
充
実
か
ら
い
っ
て
も

消
火
活
動
の
主
体
は
、
常
時
、
出
動
体
制
に

あ
る
消
防
署
、
そ
し
て
、
そ
れ
を
消
防
団
が

支
え
て
い
る
ん
だ
よ
ね
。
で
も
、
消
防
団
の

§

爵

＃
鱗

鰯 鷺

灘
篭

篝
評

消防団長
まさつぐ

穂積政次さん(上手綱） 高萩市‘十

消防課長

王町事務組合消防本部｜

福田徳市さん
｜

福

田

い

い

え

、

消

防

団

の

存

在

は

も

っ

と

大
き
い
で
す
。
大
火
災
で
な
い
限
り
は
、
消

防
署
で
対
応
で
き
ま
す
が
、
住
宅
密
集
地
や

林
野
火
災
の
場
合
は
、
飛
び
火
に
よ
る
二
次

災
害
を
防
ぐ
た
め
に
も
四
、
五
台
の
消
防
自

動
車
が
必
要
で
す
。
現
在
、
消
防
署
に
は
消

防
自
動
車
が
三
台
で
す
し
、
消
防
署
は
、
消

火
活
動
の
他
に
災
害
な
ど
に
よ
る
け
が
人
の

救
出
活
動
も
重
視
し
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん

そ
の
た
め
に
地
域
の
実
情
に
明
る
く
、
し
か

も
多
く
の
動
員
が
可
能
な
消
防
団
の
力
が
必

要
に
な
っ
て
き
ま
す
。

穂
積
確
か
に
深
夜
火
災
や
住
宅
密
集
地
の

火
災
は
、
怖
い
ね
。
冬
に
起
き
た
駅
前
や
本

町
の
火
災
に
は
、
旧
高
岡
地
区
以
外
、
全
部

の
消
防
分
団
が
出
て
警
戒
に
あ
た
り
ま
し
た

か
ら
ね
。
明
治
二
七
年
以
来
、
百
年
を
超
え

る
消
防
活
動
の
歩
み
は
、
郷
土
を
守
る
こ
と

で
は
、
最
大
の
活
動
体
で
す
よ
。

今
の
課
題
は
、
山
間
部
の
消
防
分
団
員
の

高
齢
化
で
す
ね
。
若
者
は
、
そ
の
地
域
を
離

れ
て
仕
事
を
求
め
て
い
ま
す
の
で
、
後
継
者

が
い
な
い
。
い
ざ
、
災
害
が
起
き
た
と
き
に

不
安
が
あ
る
の
は
確
か
で
す
よ
画

福
田
え
え
、
大
き
な
問
題
で
す
ね
。
市
の

面
積
の
約
八
割
は
、
山
間
部
で
す
。
山
間
の
人

家
や
山
林
の
火
災
が
起
き
た
時
は
、
旧
高
岡

地
区
の
消
防
分
団
と
消
防
本
部
が
出
動
す
る

と
と
も
に
、
さ
ら
に
旧
高
岡
地
区
に
近
い
消

防
分
団
も
出
動
す
る
体
制
に
な
っ
て
い
ま
す

そ
れ
と
、
一
番
困
る
の
が
野
次
馬
で
す
。

現
場
は
消
防
署
と
消
防
団
に
任
せ
て

活
動
は
義
務
で
あ
り
、
奉
仕
の
精
神
が
大
事

だ
ぞ
、
と
団
員
に
は
話
し
て
い
ま
す
。

（
》
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口
簿

竺

勤
調
脅
謄
史
一

消

些一

破
壊
消
防
か
ら

消
火
活
動
へ
一

消
防
団
の
前
進
は
、
江
戸
時
代
の
一

ま
ち
ひ
け
し
ぐ
み
‐

》

町
火
消
組
で
す
。
町
火
消
組
は
、
江
一一

戸
時
代
二
七
一
九
年
）
の
江
戸
町

た
だ
す
け

奉
行
大
岡
越
前
守
忠
相
の
発
案
で
す
ｃ

徳
川
氏
の
要
地
や
武
家
屋
敷
の
火
災
一

に
備
え
る
防
災
対
策
で
し
た
。
町
火
一

消
組
は
、
明
治
三
年
に
消
防
組
と
呼
号一

ぴ
名
が
改
め
ら
れ
ま
し
た
。

明
治
二
七
年
二
月
に
消
防
規
則
が
寺

公
布
さ
れ
、
高
萩
市
の
前
身
の
松
原
一

町
が
、
同
年
八
月
に
松
原
町
消
防
組
一

を
設
置
し
ま
し
た
。
続
い
て
明
治
三
一

一
年
に
は
松
岡
村
消
防
組
が
で
き
、
一

そ
の
後
、
私
設
消
防
組
と
し
て
関
口
、
一

千
代
田
、
秋
山
の
三
地
区
に
炭
鉱
消
一一

防
組
も
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

江
戸
時
代
か
ら
消
火
方
法
は
、
火
一

の
手
が
上
が
っ
て
い
る
家
を
押
し
鐸
一

し
た
り
、
風
下
に
あ
た
る
家
を
破
壊
一

し
て
延
焼
を
防
ぐ
と
い
う
よ
う
な
破
与

壊
消
防
活
動
で
し
た
。
大
正
期
に
入
言

っ
て
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
が
登
場
し
一

て
か
ら
は
、
消
火
活
動
へ
と
方
法
を
一

変
え
ま
し
た
。
高
萩
市
で
は
、
昭
和
一一

八
年
に
、
当
時
の
松
原
町
消
防
組
に

わ
ん
よ
う

ガ
ソ
リ
ン
ポ
ン
プ
二
台
と
腕
用
ポ
ン

プ
七
台
な
ど
が
あ
っ
た
と
「
高
萩
市
一

史
」
に
記
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

》
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瀞
露、

な
か
ら
ず
危
険
を
伴
っ
て
い
ま
す

か
ら
ね
。
し
か
し
、
昨
年
の
火
災

で
団
員
を
一
人
失
っ
て
し
ま
い
ま

し
た
。
残
念
で
す
。
消
防
団
員
は

皆
、
災
害
か
ら
み
な
さ
ん
を
守
ろ

う
と
必
死
で
す
。
野
次
馬
だ
け
は
、

や
め
て
欲
し
い
で
す
ね
。

団
員
に
危
険
が
な
い
か
注
意
し
ま

す第
二
消
防
分
団
長
ま
虹
』
か
す

浅
井
正
一
さ
ん
（
東
本
町
）

火
災
発
生
の
サ
イ
レ
ン
と
と
も

に
出
動
し
、
現
場
で
は
、
消
火
栓

に
ホ
ー
ス
を
つ
な
ぎ
放
水
に
取
り

か
か
り
ま
す
。
次
に
、
団
員
た
ち

の
服
装
で
す
。
落
下
物
を
避
け
る

か
ぶ

た
め
の
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
被
っ
て
い

る
か
、
消
火
活
動
の
し
や
す
い
衣

類
か
を
確
認
し
、
団
員
に
危
険
が

な
い
か
注
意
し
ま
す
。
火
災
に
限

ら
ず
、
台
風
や
風
水
害
に
よ
る
洪

ぼ
う
ぎ
よ

水
や
浸
水
の
防
御
活
動
な
ど
、
少

顎
鶏
譲
蕊
驚
・
鶴
遇

蕊
蕊
一
鐸
￥
が
蕊
率
蝿
癖
鐡
》
酔
畷
畷
嘩

親
戚
の
家
を
心
配
し
、
車
で
駆
け
つ
け
る
の

で
す
が
、
逆
に
そ
の
車
が
消
火
活
動
の
邪
魔

に
な
り
、
小
さ
い
火
災
が
大
火
災
に
な
り
か

ね
ま
せ
ん
。
火
災
現
場
は
、
消
防
署
や
消
防

団
に
ま
か
せ
て
欲
し
い
も
の
で
す
。
ま
た
、

鍵
患
調 ３

ま
し
た
ｃ
で
す
か
ら
団
員
の
み
な

な
じ

さ
ん
と
も
顔
馴
染
み
で
、
分
団
長

に
誘
わ
れ
た
時
、
抵
抗
な
く
団
員

に
な
れ
ま
し
た
。

春
の
本
町
の
火
災
で
は
、
先
輩

の
指
示
に
従
っ
て
現
場
の
作
業
に

つ
き
ま
し
た
。
で
も
、
鎮
火
し
て

か
ら
，
あ
あ
火
事
だ
っ
た
ん
だ

と
落
ち
着
き
を
取
り
戻
し
、
現
場

で
は
、
無
我
夢
中
で
消
火
活
動
に

あ
た
り
ま
し
た
。
興
奮
し
て
し
ま

っ
た
の
で
す
ね
。
今
は
、
災
害
時

の
作
業
で
、
先
輩
の
足
を
引
っ
張

ら
な
い
よ
う
、
気
を
つ
け
よ
う
と

思
っ
て
い
ま
す
。

先
輩
の
足
を
引
っ
張
ら
な
い
よ
う

に
し
た
い

第
一
消
防
分
団
員
ひ
ろ
の
ぶ

安
斎
裕
伸
さ
ん
春
日
町
）

亡
き
父
が
消
防
分
団
員
だ
っ
た

の
で
、
夜
警
の
時
に
一
緒
に
消
防

車
に
乗
っ
て
巡
回
し
た
り
し
て
い

輯餌

罰

鼠毎超 ､＝

現
場
を
知
り
た
い
と
、
緊
急
用
の
二
九
番

へ
問
い
合
わ
せ
を
す
る
人
が
お
り
、
消
防
団

へ
の
緊
急
連
絡
の
妨
げ
と
な
り
、
消
火
活
動

が
遅
れ
、
火
災
を
大
き
く
し
て
し
ま
い
ま
す

穂
積
火
災
に
限
ら
ず
、
災
害
時
の
現
場
は

な
こ
と
は

気
を
つ
け

で
す
。
も

た
ら
、
隠

の
、
つ
ち
に

っ
て
い
ま

し
ま
う
火

言
で
す
。

大
事
な
の
は
台
所
の
火
に
気
を
つ

け
火
を
出
さ
な
い
こ
と

高
萩
市
婦
人
消
防
ク
ラ
ブ
会
長

鈴
木
秀
代
さ
ん
（
下
君
田
）

昭
和
四
五
年
の
よ
う
な
大
火
災

が
、
二
度
と
起
こ
ら
な
い
よ
う
に
、

婦
人
消
防
ク
ラ
ブ
を
つ
く
り
ま
し

た
。
万
一
、
火
災
が
発
生
し
て
も
、

初
期
消
火
で
き
る
よ
う
に
、
ま
た
、

市
街
地
か
ら
消
防
車
が
来
る
間
、

火
を
最
小
限
に
押
さ
え
ら
れ
る
よ

う
に
、
家
に
い
る
私
た
ち
が
そ
の

役
割
を
果
た
し
ま
す
。

消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
の
操
作
は
、

全
員
が
で
き
ま
す
が
、
一
番
大
事

勘
＃

誤
恥
鋤

、
日
々
、
台
所
の
火
に

、
火
を
出
さ
な
い
こ
と

し
、
火
が
出
て
し
ま
つ

さ
ず
に
知
ら
せ
、
初
期

消
火
し
よ
う
と
話
し
合

す
。
す
べ
て
を
焼
い
て

災
は
、
恐
ろ
し
い
の
一

鹸‘戦
輝舞鑑

農

#鞠

鍵
、蝿
鐙

新
活
め
計
そ
川
・
に
る
た

更
の
止
次
、
河
す
限
す
あ

を
ど
に
年
は
に
ま
小
と
に

車
な
限
・
業
う
い
最
長
か

・
プ
車
小
す
事
よ
て
が
部
や

ン
急
最
ま
備
い
し
害
本
速

・
ポ
救
が
い
整
く
に
被
を
に

一
・
防
や
害
て
画
に
橋
の
長
策

一
は
消
車
災
し
区
り
久
へ
市
対

へ
防
、
備
地
こ
永
ん
に
の

団
消
た
整
土
起
ら
さ
と
そ

で
分
に
ま
を
側
が
か
な
も
、

防
き
、
み
西
ど
橋
み
を
し

市
消
と
に
な
町
な
木
の
報
置

。
、
た
う
ち
す
水
、
民
情
設

。
に
っ
ょ
ま
ま
増
り
市
害
を

的
。
こ
い
、
い
。
に
た
る
災
部

・
画
す
起
す
う
て
す
時
め
よ
、
本

計
ま
が
や
よ
め
で
害
進
に
う
策
・

年
い
害
し
る
進
つ
水
を
害
よ
対
す

毎
て
災
が
れ
で
一
風
修
災
る
害
ま

◎
し
◎
勤
ら
画
の
◎
改
◎
な
災
り

１
１
１

一
竿
筌
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
、
一
三

一
の
よ
う
な
仕
事
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
一

／
‐
、

･消防本部では。● ● ●雷･●

◎緊急連絡や災害の情報をより早く

知り、関係機関に速やかに伝えるた

めの緊急連絡網を作っています。

◎災害情報などの伝達手段として、

また情報収集のために消防無線を設

置しています6

◎市民のみなさんの財産や人命にか

かわる緊急事態に備え、 日ごろから

器具の点検や救助訓練などをしてい

ます。

私
た
ち
に
任
せ
、
指
示
に
従
っ
て
欲
し
い
で

す
ね
。
そ
し
て
、
消
防
団
の
大
切
さ
を
次
の

世
代
に
引
き
継
い
で
い
き
た
い
で
す
ね
。

福
田
え
え
、
消
防
団
に
寄
せ
る
期
待
は
、

ま
す
ま
す
大
き
い
と
実
感
し
て
い
ま
す
。

’ ー

｜
’

高萩市･十王町事務組合消防本部〉

窓22-2258緊急は119番

一

口
消
防
組
は
、
昭
和
一
四
年
に
警
防

団
と
呼
び
名
が
変
わ
り
、
昭
和
二
二

年
七
月
に
現
在
の
消
防
団
と
な
り
ま

し
た
。
そ
の
間
、
太
平
洋
戦
争
に
突

入
し
、
青
年
男
子
の
出
征
が
相
次
ぎ
、

防
火
、
防
空
、
水
難
救
助
対
策
は
も

ち
ろ
ん
の
こ
と
、
自
警
や
避
難
の
誘

導
、
勤
労
奉
仕
な
ど
あ
ら
ゆ
る
活
動

を
展
開
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

昭
和
二
九
年
一
一
月
二
三
日
の
高
萩

市
誕
生
に
よ
り
、
消
防
組
織
も
高
萩

市
消
防
団
と
し
て
統
合
さ
れ
、
三
支

団
、
一
二
の
分
団
、
団
員
七
三
一
人

で
し
た
。
こ
の
時
の
初
代
消
防
団
長

は
、
故
矢
代
良
三
さ
ん
で
す
。

昭
和
四
○
年
に
高
萩
市
単
独
で
消

防
本
部
が
発
足
し
、
市
役
所
敷
地
内

に
お
い
て
常
備
消
防
の
体
制
を
作
り
、

現
在
の
よ
う
な
消
防
団
と
の
連
携
的

な
消
防
体
制
を
築
い
て
き
ま
し
た
。

昭
和
五
四
年
に
は
、
現
在
の
高
萩
市
．

十
王
町
事
務
組
合
消
防
本
部
が
発
足

し
、
昭
和
五
九
年
か
ら
は
、
東
本
町

の
現
在
の
庁
舎
で
業
務
に
あ
た
っ
て

い
ま
す
。

寸

誉巽圭三扇

戦
後
の
活
動
は

自
警
や
避
難
の
誘
導
も も昭和30年代の出初め式のパﾚｰドのようす

/ 「一

（0



ク
リ
ー
ン
推
進
委
員
会
を
社
内
に
設
置

毎
朝
、
周
辺
道
路
の
清

掃
活
動
を
進
め
て
き
ま
し

た
が
、
さ
ら
に
活
動
範
囲

を
広
げ
よ
う
と
、
今
年
四

月
に
ク
リ
ー
ン
推
進
委
員

会
を
社
内
に
作
り
、
花
貫

渓
谷
周
辺
の
清
掃
を
行
い

ま
し
た
。
こ
の
日
は
、
除

草
や
ゴ
ミ
の
回
収
な
ど
に

社
員
八
二
人
が
参
加
し
、

特
に
ト
イ
レ
が
気
持
ち
良

く
使
え
る
よ
う
入
念
に
洗

い
流
し
ま
し
た
。

㈱
大
心
苑
ク
リ
ー
ン
推
進
委
員
会

ま
と
の

委
員
長
的
埜
良
則
さ
ん

篭

鶏 麓
難I激{鐺然葱錐礎愈憾蝿＃義峨いIま海を
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韓
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瀞
蕊鍔

蕊
…

灘贈設

鍵驚
識

笈
一
搾
錨
錘

評“

鐸
蕊蕊蕊蕊 7月14日脚雑謬警鍵鳶溌

▲的埜良則さん撮影

高
戸
小
浜
や
赤
浜
海
岸
に
は
、

空
き
缶
や
空
き
ピ
ン
、
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
類
が
、
落
ち
て
い
ま
し

た
。
環
境
を
守
る
た
め
に
も
拾

う
こ
と
は
大
切
な
こ
と
で
す
。

で
も
、
も
っ
と
大
切
な
こ
と
は
、

自
分
の
も
の
は
自
分
で
始
末
す

る
こ
と
で
す
ね
。
み
な
さ
ん
も

ぜ
ひ
、
守
っ
て
く
だ
さ
い
。

嘉
蝉
麺
嬢
辮
癖
辨
鍵
》
鍵
辮
鍵
辮
榊
蜘
泌
蠅
鰐
薙
聯
腎
、

毎
年
、
六
月
と
一
○
月
の
二

回
、
高
萩
海
水
浴
場
の
清
掃
を

行
っ
て
い
ま
す
。
心
無
い
人
に

よ
っ
て
砂
浜
に
捨
て
ら
れ
た
空

き
缶
や
ピ
ン
類
は
、
割
れ
て
し

す
あ
し

ま
い
、
素
足
で
歩
く
と
、
け
が
を

し
て
し
ま
い
ま
す
。
海
岸
が
美

し
く
白
い
砂
浜
で
、
そ
し
て
安

全
で
あ
っ
て
欲
し
い
で
す
ね
。
高
齢
者
大
学
一
五
期
生

●

砂
浜
に
捨
て
ら
れ
た
ピ
ン
類
は
危
険

自
分
の
も
の
は
自
分
で
始
末
す
る

ヒヨ

〆
《
薑
ん
ｉ

瞬
㈱蝋）

月
の
二

〉
清
掃
を

州
い
人
に

ン
れ
た
空

閉
れ
て
し

、
け
が
を

琶
岸
が
美

』
し
て
安

』
す
ね
。

Ｌ
ら
れ

津
美
幸
さ
ん
（
下
手
綱
）

松
丘
高
校
一
年
生

Y離日脚

L ゴ

鐙
講
溌
拳
拳
識
蕊
議
拳
零
懲
織
織
溌
懲
熱
拳
塞
零
拳
講
瀞
難

増･瀞騨●､愚霧噌

撫職
辮辮
燃溌
熱蕊
瀞瀧
辮辮
辮職
賢撫$‘‘懸鷲

支
部
の
役
員
で
、
子
ど
も
た
ち

の
遊
び
場
で
あ
る
朝
香
遊
園
地
の

草
刈
り
を
し
ま
し
た
。
毎
年
行
っ

て
い
ま
す
が
、
今
年
も
雑
草
が
び

っ
し
り
と
生
い
茂
り
、
作
業
に
時

間
が
か
か
り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら

も
、
子
ど
も
た
ち
が
、
安
全
に
遊
べ

る
環
境
づ
く
り
を
進
め
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。

安
全
に
遊
べ
る
環
境
づ
く
り

社
会
福
祉
協
議
会
上
手
綱
北
組
支
部

木
勝
一
さ
ん
（
上
手
綱
）
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一

道
行
く
人
の
心
を
な
ご
ま
せ
て
く
れ
る
花

●

老
人
ク
ラ
ブ
高
萩
長
寿
会
と
石
塚
老
人
ク
ラ
ブ

●花
を
育
て
る
心
を
大
切
に
、

そ
し
て
、
道
行
く
人
の
心
を
な

ご
ま
せ
て
く
れ
る
花
を
咲
か
せ

よ
う
と
、
二
つ
の
老
人
ク
ラ
ブ

が
協
力
し
て
、
本
町
フ
ァ
ミ
リ

ー
ス
ポ
ー
ツ
公
園
に
花
壇
を
作

り
ま
し
た
。
今
年
は
、
花
壇
コ

ン
ク
ー
ル
に
出
品
し
た
い
と
、

今
、
手
入
れ
に
余
念
が
あ
り
ま

せ
ん
。

清
蔵
さ
ん
（
本
町
）

▲安藤啓次さん（春日町）撮影 6月14帥）
黙鍾

、…《 黙
御

出

品

Ｉ

●
ザ
・
叱

乎、
、
β

今
謂
§
ｒ

》
ず
、

帥



{ 月

美 ノ

小
島
団
地
入
り
口
の
約
五
百
蕊
鄙
《
秘
熱

メ
ー
ト
ル
の
フ
ラ
ワ
ー
ロ
ー
ド
鴬
＃一

の
草
刈
り
に
、
約
七
○
人
が
汗

を
流
し
ま
し
た
。
手
入
れ
は
大

変
で
す
が
、
赤
く
咲
い
た
カ
ン

ナ
の
花
を
目
に
す
る
時
、
ま
た
、

明
社
会
の
み
な
さ
ん
と
共
に
活

動
し
、
交
流
の
機
会
が
も
て
る

こ
と
は
う
れ
し
い
こ
と
で
す
ね
。

フ
ラ
ワ
ー
ロ
ー
ド
の
草
刈
り

小
島
団
地
と
明
る
い
社
会
づ
く
り
推
進
協
議
会

堀
内
三
郎
さ
ん
令（
下

燕 ｰ

分､

鎌

土
木
事
務
所
か
ら
手
綱
工
業

団
地
内
の
道
路
の
清
掃
活
動
を

し
ま
し
た
ら
、
空
き
缶
の
多
い

こ
と
。
車
か
ら
、
ポ
イ
と
捨
て

る
の
で
し
ょ
う
ね
。
つ
く
ば
市

の
よ
》
７
に
デ
ポ
ジ
ヅ
ト
制
に
す

る
べ
き
で
す
ね
。
回
収
を
考
え

て
、
今
以
上
の
単
価
で
販
売
す

べ
き
だ
と
考
え
ま
す
。

手
網
）

※
デ
ポ
ジ
ッ
ト
制
に
す
べ
き

か
み
・
つ
ま

勢
上
妻
つ
る
さ
ん
（
下
手
綱
）

騨
醍
畠
縛
蒔
毎
晩
噺
謬
瀞
登
禰
毒
麿
嬰
屠
阻
穐
■
陣
巡
露
園
容
夢
盟
曲
乗
囚
睡
■
罫
蕊
婬
虻
掻
』
、
“
、
“

鼠

金

言

蕊

6月28日旧）

ひ
ま
わ
り
第
一
ク
ラ
ブ

ゴ
ミ
を
捨
て
に
く
い
環
境
づ

く
り
を
と
、
約
三
百
人
に
よ
り
、

空
き
缶
・
ピ
ン
な
ど
九
○
袋
分

を
拾
い
ま
し
た
。
親
が
清
掃
活

動
を
す
る
こ
と
で
、
子
ど
も
た

ち
は
、
安
易
に
捨
て
な
く
な
る

で
し
ょ
う
。
地
域
を
守
る
の
は

そ
こ
に
住
む
み
な
さ
ん
の
協
力

が
大
切
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

ゴ
ミ
を
捨
て
に
く
い
環
境
づ
く
り

●

社
会
福
祉
協
議
会
山
手
地
区
北
支
部

鑓

吉
村
一
さ
ん
（
高
萩
）

口
■
応
Ｊ

癖轆輔

~
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▲黒沢昇－さん(高萩)撮影 7月26日脚

立〃 今
口p エー、 と の 運動

美しいまちづくり運動

まちづくり運動

部会長_星

第一専門部会・自然をたいせつにし、美しいまちづくり運動

第二專門部会． きまりを守り、明るいまちづくり運動

第三專門部会・礼儀を正しくし、 うるおいのあるまちづくり運動

第四專門部会・元気で働き、豊かなまちづくり運動

第五專門部会・思いやりのある、あたたかいまちづくり運動

田村 実
きぎのや

鶯野谷利雄

若松健一
のぷお

北畠暢男

鈴木朝夫

▲7月10日樹に開かれた総会のようす

⑦ 哩出

溌靴



みなさ

に取 I

矢
代
福
祉
事
務
所
は
、
生
活
保

護
法
や
身
体
障
害
者
福
祉
法
な
〆

ま
す
。
社
会
福
祉
協
議
会
は
、
厚

生
大
臣
か
ら
認
可
を
受
け
た
社
会

福
祉
法
人
で
、
公
共
性
を
持
つ
民

間
の
自
主
性
の
あ
る
組
織
で
す
。

堀
田
私
も
含
め
て
あ
ま
り
、
そ

の
法
律
に
基
づ
く
仕
事
を
し
て
い

’の
違
い
が
わ
か
り
ま
せ
ん
ね
。

矢
代
こ
こ
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
の
窓
口
と
い
う
か
、
み
な
さ
ん

の
会
費
で
、
一
緒
に
福
祉
の
問
題

に
取
り
組
ん
で
い
く
と
こ
ろ
で
す
。

堀
田
会
費
と
そ
の
納
入
方
法
は
。

矢
代
年
会
費
で
一
口
五
百
円
、

特
別
会
費
が
千
円
で
す
。
社
会
福

祉
協
議
会
は
、
市
内
の
全
世
帯
の

人
が
会
員
で
す
。
常
会
長
さ
ん
が

評
議
員
で
常
会
費
の
中
か
ら
納
め

て
い
る
と
こ
ろ
が
多
く
、
み
な
さ

ん
会
員
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
わ

か
ら
な
い
こ
と
も
多
い
で
す
ね
。

堀
田
回
覧
で
お
金
を
納
め
る
よ

う
に
回
っ
て
き
ま
す
が
、
そ
の
内

容
や
何
に
使
わ
れ
て
い
る
の
か
ま

で
は
良
く
わ
か
り
ま
せ
ん
ね
。

矢
代
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
年

二
回
”
福
祉
た
か
は
ぎ
“
を
発
行

し
た
り
、
総
会
の
資
料
な
ど
を
回

覧
し
て
決
算
や
予
算
、
事
業
な
ど

を
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
が
、
な

か
な
か
理
解
し
て
い
た
だ
け
ま
せ

ん
。
こ
の
た
め
、
”
福
祉
た
か
は
ぎ

も
年
四
回
か
ら
六
回
発
行
し
て
い

か
な
く
て
は
と
考
え
て
い
ま
す
。

堀
田
そ
の
ほ
か
の
収
入
は
。

矢
代
県
や
市
か
ら
の
補
助
金
や

共
同
募
金
の
配
分
金
や
歳
末
助
け

合
い
募
金
な
ど
が
主
な
財
源
で

す
。
ま
た
、
毎
月
、
市
報
に
載
っ

て
い
る
善
意
銀
行
も
あ
り
ま
す
。

堀
田
そ
れ
ら
会
費
の
使
い
道
は

矢
代
会
費
の
八
０
パ
ー
セ
ン
ト

は
各
地
区
に
あ
る
二
八
の
支
部
に

（
）

活
動
費
と
し
て
還
元
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
在
宅
の
お
年
寄
り
や
体

の
不
自
由
な
人
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
な
ど
に
も
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

堀
田
何
に
使
わ
れ
て
い
る
か
知

ら
な
い
の
も
い
け
ま
せ
ん
ね
。

矢
代
善
意
銀
行
の
使
い
道
は
毎

年
”
福
祉
た
か
は
ぎ
“
三
月
号
に

掲
載
し
て
い
ま
す
。
ね
た
き
り
の

お
年
寄
り
に
寝
間
着
を
贈
っ
た

り
、
老
人
ク
ロ
ッ
ケ
ー
大
会
や
交

通
事
故
追
放
豆
ま
き
大
会
、
サ

マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
リ
ー
な
ど
子
ど
も

た
ち
の
健
全
育
成
に
も
使
っ
て
い

ま
す
。

堀
田
知
ら
な
い
う
ち
に
私
の
子

ど
も
た
ち
も
お
世
話
に
な
っ
て
い

る
の
で
す
ね
。
も
っ
と
協
力
し
な

い
と
い
け
ま
せ
ん
ね
。

矢
代
そ
れ
か
ら
、
バ
ス
の
”
は
ま

※

な
す
号
“
の
購
入
や
，
愛
の
鐘
の

設
置
に
も
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

堀
田
ず
い
ぶ
ん
幅
広
く
活
動
し

て
い
る
の
で
す
ね
。

矢
代
重
点
目
標
は
三
つ
あ
り
、

そ
の
一
つ
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

の
充
実
と
参
加
促
進
で
す
。
現
在

－
０
グ
ル
ー
・
フ
約
百
人
が
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
交
流
会
に
参
加
し
た

り
施
設
や
地
域
で
活
動
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
新
た
に
七
月
か
ら
点

字
講
座
も
は
じ
ま
り
ま
し
た
。
そ

れ
に
、
小
・
中
学
校
各
二
校
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
指
定
校
、
小
学
生
福

安
良
川
と
上
手
綱
南
組
を

モ
デ
ル
支
部
に
指
定（

》
わ
ゆ

命
⑮学校給食センター

運営委員会会長

ふち お

経夫さん （本町）田中 で
も
一

一
Ｄ
■
・
全

角
。
ｐ

ザ
ら

・
ト
ー

・
叙

秒

。

｜

も
言､号.'＆3

．回のD Bゆ

弔一争句．一一
心..gﾆﾘｰ･凸魁

⑤･苫 ザ凸c

Tムマ
負

一
法
負

鍵

iま
窯i

蕊
恋『夢

＃ｼ

藩一『癖． ．頭一蝿室惑・

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
運
営
委
員
に
、
高
萩
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
会

長
の
立
場
で
、
教
育
委
員
会
か
ら
委
嘱
を
受
け
（
任
期
二

年
）
、
委
員
の
互
選
で
会
長
と
し
て
今
年
で
三
年
に
な
り
ま ま二会

す
。
委
員
会
の
構
成
は
、
学
校
長
三
人
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
三
人
、

学
校
医
・
薬
剤
師
各
一
人
、
保
健
所
所
長
、
商
工
会
代
表
二
人
、

学
校
給
食
主
任
三
人
、
市
職
員
一
人
の
合
計
一
五
人
で
す
。

教
育
委
員
会
の
諮
問
に
応
じ
て
、
給
食
セ
ン
タ
ー
の
運
営
に

関
す
る
重
要
事
項
に
つ
い
て
審
議
を
し
ま
す
。
四
月
か
ら
給
食

費
が
改
定
さ
れ
ま
し
た
が
、
小
学
生
と
中
学
生
の
改
定
幅
の
違

い
に
つ
い
て
触
れ
て
み
ま
す
。
今
ま
で
の
改
定
で
は
、
同
額
で

行
わ
れ
ま
し
た
が
、
こ
こ
に
き
て
小
・
中
学
生
の
ひ
ず
み
が
出

て
き
ま
し
た
の
で
、
過
去
の
改
定
を
含
め
て
同
率
で
計
算
を

し
、
中
学
生
の
金
額
が
実
情
に
合
っ
た
改
定
で
あ
る
こ
と
を
教

育
委
員
会
に
答
申
し
ま
し
た
。

学
校
給
食
の
目
的
は
、
子
ど
も
た
ち
の
心
身
の
健
全
な
発
達

を
願
う
こ
と
で
す
。
目
標
は
、
日
常
生
活
の
食
事
の
理
解
と
習

慣
、
栄
養
の
改
善
、
健
康
の
増
進
な
ど
で
す
。
タ
イ
ト
ル
の
数

字
は
、
一
年
間
の
食
事
の
回
数
－
０
九
五
食
分
（
三
六
五
日
×

別
一
一
一
●
痩
一
・
雛
↑

1,095分の
195の食事

一
・
Ｍ

1

’

一
一
・
房
寺
咋

心心を込めて作る学校給食センター
のみなさん

刻報知システム
一
○
【
）
一

別
釧
で
’
ら
一
・
，
’

（
、

※青少年の健全育成のための屋外時
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、

行
政
の
手
が
届
か

な
い
所
に
光
を
あ
て

る
仕
事
を
し
て
い
ま

一

蕊

雪篝毒 蚤夢

織蕊前田はるみさん

前
田
秀
男
・
は
る
み
夫
妻
と

二
人
の
お
子
さ
ん
で
す

出身地：下手綱

現住所：岩手県盛岡市
職

夕方のにおい鍵

議蕊繍蟻議蕊
高萩は、いったいと舎の方向なんだろう。そして、お天気は

どうだろう。そんなふうに、いつも心の底辺のところで、ふ

るさとを意識して生活する事が、転勤族だった私の癖になっ

ていました。

生まれて最初に吸った空気が高萩のものだということを、

体はちゃんと覚えていて、年を重ねながらも、どうしてもそ

の空気を吸いたがるというのも考えてみると本当に不思議な

気がします。

ところで現在、 5歳と3歳の息子たちは、私の幼いころの

話を聞くのがとても好きです。 「お母さん、子どもの時、風

邪ひいたことある？注射して泣かなかった？それとも泣い

た？野菜は残さないできれいに食べたの？」

そんなどこの家庭にでもあるような会話の中、私は、その

たびごとに、幼い日の自分を思い、そして、生まれ育ったふ

るさとを思い出します。近くの山へ子どもだけで遊びに行っ

たことや、川でめだかをつかまえたこと、そして、 じゃり道

祉
施
設
見
学
会
、
中
学
・
高
校
生

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
ス
ク
ー
ル
も
好

評
で
す
。
今
後
は
、
福
祉
講
座
な

と
も
と
考
え
て
い
ま
す
。
余
暇
時

間
も
増
え
て
い
る
の
で
、
一
人
で

も
多
く
の
人
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
に
参
加
で
き
る
よ
う
に
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

堀
田
小
さ
い
時
か
ら
福
祉
の
芽

を
育
て
る
こ
と
は
大
切
で
す
ね
。

矢
代
二
つ
め
が
在
宅
福
祉
の
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
で
す
。
昔
の

む
こ
う
三
軒
両
隣
り
的
な
、
老
人

ク
ラ
ブ
や
婦
人
会
な
ど
地
域
の
み

な
さ
ん
が
、
一
人
暮
ら
し
の
お
年

寄
り
な
ど
に
一
声
か
け
て
、
安
否

ー

！の
確
認
を
す
る
運
動
と
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
づ
く
り
で
す
。

堀
田
一
人
で
い
る
と
何
が
あ
る

か
わ
か
り
ま
せ
ん
か
ら
ね
。
そ
れ

と
、
支
部
活
動
が
大
事
で
す
よ
れ

矢
代
え
え
、
そ
れ
が
三
つ
め
と

し
て
地
域
に
根
ざ
し
た
支
部
活
動

の
推
進
で
す
。
今
年
か
ら
安
良
川

と
上
手
綱
南
組
の
二
か
所
を
モ
デ

ル
支
部
に
指
定
し
ま
し
た
。
そ
し

て
、
支
部
長
研
修
会
な
ど
を
し
て

地
域
の
福
祉
活
動
の
充
実
を
図
っ

て
い
き
ま
す
。

堀
田
そ
の
た
め
に
も
私
た
ち
一

人
ひ
と
り
が
で
き
る
と
こ
ろ
で
協

力
し
て
い
く
姿
勢
が
必
要
で
す
ね

を歩く音、何ともいえない夕方のにおい…。

昨年の夏、帰省した時に、昔よく遊んだ秘密の場所へ息子

たちを案内することになりました。

私は、 「ここらへんは、 目をつぶったって歩けるよ ！ 」 と

自’|曼気に言いながら歩いていくと、道はなくなり、山は削ら

れ、そこにはもうだれかの家が建っていました。やはり、変

わっていくんですね。これから先もずっと、そして、それも

しかたのないことかもしれない。

ふるさと、それは、あたたかく私たちを見守り続ける両

親そのものなのかも知れません。

（岩手県盛岡市湯沢南2-17-3)
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むもわ

三
食
）
と
、
学
校
給
食
の
回
数
一
九
五
食
分
二
九
五
且
で
す
。

あ
た
り
前
の
こ
と
で
す
が
、
家
庭
の
食
事
が
基
本
で
す
ね
。

現
在
、
新
聞
や
テ
レ
ビ
な
ど
で
、
賛
否
両
論
の
意
見
が
出
で

い
る
埼
玉
県
庄
和
町
の
学
校
給
食
廃
止
の
問
題
が
起
き
て
い
ま

す
が
、
多
く
の
問
題
点
も
あ
る
こ
と
で
し
ょ
う
が
、
み
な
さ
ん

で
話
し
合
わ
れ
る
こ
と
が
最
も
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。
市
の
一

般
会
計
予
算
の
う
ち
一
億
五
三
○
○
万
円
が
セ
ン
タ
ー
の
運
営

費
で
す
。
調
理
能
力
は
、
一
日
六
○
○
○
食
、
現
在
は
約
五
○

○
○
食
が
作
ら
れ
て
い
ま
す
。
今
後
、
児
童
・
生
徒
数
の
減
少

に
よ
り
給
食
数
が
さ
ら
に
さ
が
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
難
し
い
問

題
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
セ
ン
タ
ー
の
能
力
を
生
か
し
て
、
学

校
以
外
な
ど
に
も
活
用
が
で
き
な
い
も
の
か
と
、
セ
ン
タ
ー
の

施
設
を
見
る
と
勝
手
に
考
え
た
り
も
し
て
し
ま
い
ま
す
。

高戸小浜海岸に駐車場を整備
△賭
争い

b･凸1
℃

D

･l q

l ｡

商工観光課

盃23-2111内線462

ａ
心

商
工
観
光
課
で
は
、

高
戸
小
浜
海
岸
に
観
光

地
ク
リ
エ
ー
テ
ィ
ブ

（
創
造
的
）
事
業
（
県

の
補
助
事
業
）
と
し

て
、
車
二
○
台
分
の
駐

車
場
、
一
，
七
○
○

平
方
メ
ー
ト
ル
と
ト

イ
レ
を
新
し
く
整
備

し
ま
し
た
。

こ
の
駐
車
場
と
卜

イ
レ
は
、
今
年
の
夏

一
か
ら
、
高
戸
小
浜
海

岸
を
訪
れ
る
み
な
さ

ん
に
利
用
し
て
い
た

だ
い
て
お
り
、
と
て

も
好
評
で
す
。

！
ひ
巴
ｒ
‘
・
・
が
訓
卜

－
１
』
昼
ｌ
Ｉ
Ｌ
Ｏ
‐
１
口
●
凸
・
巳

⑨
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翼サッカースポーツ少年団Ｐ
吉
田
さ
ん
の
手
作
り

の
句
集
で
す

私〆 I|’

の枠を えた のI

１
〃

鱸 しよう じ ろう

野口荘二郎さん(島名）

翼サッカースポーツ少年団は結成8年目

を迎え､団員数も100人を超えました｡秋山

高萩、松岡、東の各小学校の児童と幼稚園

児、そして、 日立市内の1人が集い、学校

の枠を越えた友情の輪が広がっています。

ノ

ハ
ハ
＃

／

わかわし

昨年度は、中村杯県大会でベストエイト、若鶯

大会で3．4．5年生が優勝、市内大会では、 3年生

以上が優勝するなど、熱気が感じられます。団の

育成方針は、サッカーを通じた人間形成です。生
グッド ケーム

涯スポーツとしてのサッカーで、Good､gameをめ

ざし、子どもたちの自己実現へ向けた心と体のト

レーニングを基本に父母の会、団、指導者が一体

となって頑張っています。

活動内容は練習に加え、県内外での試合と親子

サッカーです。子どもたちは、中でも5月の国際

スポーツフェアと夏休みの清水カップを大変楽し

みにしています。

練習日毎週土・日曜日午後2時から5時まで。

練習場所高萩小学校校庭入団は随時受け付けま

す。 “練習を見にきてください。 ”

エ

ぐ
ぐ

会
快
汗
慢
惨

蕊議蕊議蕊蕊溌織雛総舞蕊鐸蕊蕊灘鐙瀧轆溝溌溌駕驚き

▲海でごみを拾いながら俳句づくり

。
■
Ｉ
ｐ

《
》
〆 ； I

私
は
、
一
七
年
前
に
病
気
で
倒
れ
、
重
度
の
障
害
が
残

し
よ
ら
い
二
Ｌ
Ｌ
う

り
、
下
手
綱
に
あ
る
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
松
籟
荘
に

入
っ
て
六
年
目
に
な
り
ま
す
。
現
在
、
俳
句
と
ワ
ー
プ
ロ

を
続
け
て
い
ま
す
。

そ
も
そ
も
、
私
が
俳
句
を
始
め
た
動
機
は
、
俳
句
講
座

さ
覧
」
こ
『
つ
と
一
つ

の
鷺
孝
童
先
生
の
実
り
あ
る
講
義
を
受
け
て
か
ら
で
す
。

こ
当
ラ
、
ろ
』
う

続
い
て
小
咲
浪
俳
句
ク
ラ
ブ
で
先
生
の
句
友
の
み
な
さ
ん

ざ
ん
こ
う

と
、
月
一
回
の
通
信
句
会
、
第
三
木
曜
日
の
吟
行
会
を
楽

し
み
な
が
ら
、
ふ
る
さ
と
の
自
然
と
四
季
折
々
の
写
生
を

一
日
一
句
を
目
標
に
俳
句
づ
く
り
し
て
い
ま
す
。

そ
う
し
た
中
、
自
分
の
作
品
が
増
え
る
に
し
た
が
い
、

自
分
の
句
集
を
作
っ
て
み
よ
う
と
い
う
気
持
ち
に
な
り
ま

し
た
。
し
か
し
、
左
手
の
不
自
由
な
私
に
は
、
自
分
の
作

品
を
筆
で
書
き
あ
ら
わ
す
こ
と
は
難
し
く
、
「
ワ
ー
プ
ロ

つ
づ

で
句
集
を
綴
っ
て
み
て
は
」
と
い
う
ホ
ー
ム
の
職
員
の
勧

暮鐸雫諌雪

~J蕊蕊蕊
畑
山
幸
一
さ
ん
（
島
名
）
撮
影

▲練習のあと、みんなで記念撮影

『

Ｏ

Ｏ

ｍ
皿

》
鵲）

Ｏ
Ｑ

（

郵

油

言

一
○
○

八
へ
可

玲
美和子さ

5A55A55A55“5A5言貫35配
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I
“ Q

訟
器
器
器
器
器
潔
器
器
器
器
器
謀

灘 熱
癖

江
戸
時
代
は
、
中
国
の
漢
籍
学
習
が
中
心
で
師
弟
関
係
は
、
弟

つ
け
か
ろ
う

子
が
の
ち
に
師
と
な
り
継
承
さ
れ
ま
し
た
。
水
戸
藩
附
家
老
中
山

氏
の
支
配
地
は
、
多
珂
郡
の
か
わ
り
に
松
岡
郡
と
い
い
、
そ
れ
に

０
０
０
Ｏ

ち
な
ん
で
松
岡
七
友
と
い
い
ま
し
た
。
七
友
は
中
国
の
故
事
に
よ

し
ち
ゆ
う

げ
ん
じ
ゅ
ん

す
ず
き

松
岡
七
友
と
鈴
木
玄
淳
〈
別
称
・
鱸
一

ん（大能）
繍
州
脚

勢

蕊鍵
轍

鍵灘蕊謹
‘

鰻鱗
露､
瀞』

騨瀞穂
鞠

噌

鮮
郡

拝

弾鑪

鍵

塑

領

“手

賛

鍾造：
静 酵錘

辱
夢

虜
蕪

灘鶏地図史通論(暁印耆館）

を出版された
みつあき

長久保光明さん(日立市）

心

垂…正… ▲市内でも5、

鯉蓋墓璽…

垂

聖誕塞壷鋸訟
娯罫

錘趨⑩

俳句をワープロで
編集して句集づくり

灘繍鱗議鱗灘蕊議議職鍵蕊繍溌

寄
稿



松本竜一郎さん

（北茨城市中郷町）

自分の車で
ドライブする

のが好き
てつこう ヒ ー

（株）安藤鐵工所のHi
p 一

r o，松本竜一郎〈んをご

紹介します｡昭和鯉毎1
月15日生まれの山羊座の

彼の仕事は、最新鋭ロボッ彼の仕事は、最新鋭ロボッ

蕊癖…蟹

吉田昌夫さんト機械のオペレーターを担当して

います。 とても大変な交替勤務もしているので、細い体がま

すます細くなるのではないかと心配です。大好きな車、 RX
こめこめ

7に乗る彼の趣味は、 ドライブと音楽鑑賞です。米米クラ

ブに氷室京介、山下久美子というロック系統の音楽を良く聞
くそうです。

将来の夢は、 25歳ぐらいまでに幸せな結婚をしたいと言

っていました。 25歳まであと6年余、かわいい彼女を早く

見つけて、夢が現実になるように心から祈っています。

☆インタビューは、生産管理課の大山佳子さんでした。

◎

〃

鯵′

識
認

綿

砿 鴫『雛 &

ｰ

め
も
あ
り
、
松
岡
地
区
公
民
館
の
第
一
回
ワ
ー
プ
ロ
講
座

を
受
講
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
講
座
で
は
、
滝
昌
弘
先

生
の
指
導
を
受
け
ま
し
た
。

身
体
に
障
害
を
持
ち
な
が
ら
、
俳
句
と
ワ
ー
プ
ロ
を
続

け
る
こ
と
は
容
易
な
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
な
が
ら
、
自
然
を
愛
す
る
心
、
人
々
に
感
謝
す

る
心
を
大
切
に
、
自
然
と
対
話
し
な
が
ら
俳
句
づ
く
り
を

続
け
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

今
で
は
、
ワ
ー
プ
ロ
も
楽
し
み
の
一
つ
と
な
り
小
咲
浪

俳
句
ク
ラ
ブ
全
員
の
俳
句
を
ワ
ー
プ
ロ
で
編
集
し
、
句
集

も
作
っ
て
い
ま
す
。

あ
け
や
す

こ
の
村
に
過
ご
す
余
生
や
明
易
し
昌
夫

小咲浪クラブの

みなさんの

作品です

／
、
禺
百
や

と
ば
し
て
も
と
ば
ぬ
草
矢
も
た
の
し
か
、

海
風
に
乗
り
し
草
矢
の
高
々
と

愚
導
き
み
ち

と
ば
し
み
る
草
矢
の
数
や
岬
道

つ
ゆ
ご
も

古
文
書
の
判
読
は
難
梅
雨
寵
り

万
葉
の
句
碑
へ
涼
し
き
人
つ
づ
く

孤
を
え
が
く
海
岸
線
も
夏
の
色むな

梅
雨
寒
や
そ
の
い
た
は
り
の
空
し
さ
を

岬
に
も
あ
る
近
道
や
風
涼
し

松本さんは、ここで仕事をしています。

☆(株)安藤鐵工所高萩工場八木良平工場長☆上手綱

3,333-24☆事業内容建設機械用大型ベアリングの組み立て

を主とし、完成品までの一貫生産システムエ場です。 2 1世

紀に向かって夢と希望を

持った創造的活力企業づ

くりをめざしながら、事

業多角化の方向へ進みつ

つあります。
澄
子
節
子
鍬
汗
善
興
和
子
冨
子

た
だ
お

忠
郎

」
』
？
‐
ど
一
つ

孝
竜

ー

§
…

JU料UUHUU凶U

1RV員RV22V負
○
○
凸
ｖ
○
○

○

○

“
ｖ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

因
Ｍ
Ｖ

Ｏ

Ｏ

○
○
三

凶
崗
Ｖ

Ｏ
Ｏ
－

Ｏ
Ｏ
－

い
間
Ｖ

○
○
一

○

○

一

Ｒ
Ｍ
Ｖ

Ｏ

○

二

○

○

一

国
Ｍ
Ｖ

Ｑ
Ｏ
星

Ｕ
○
一

面
Ｈ
Ｖ

Ｏ

Ｏ

《

０
０
（

凶
Ｍ
Ｖ

Ｏ
Ｏ
昼

０
０
【

凶
同
ｖ

Ｕ
Ｏ
《

○
○
三

侭
Ｍ
Ｍ

Ｕ
Ｏ
《

０
０
一

因
両
Ｖ

Ｑ
Ｏ
艮一

○

○

画
門
○

○

○

○

凸

同

○
○
○
○
図
Ｗ
Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

凸
Ｗ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
い
同

一
○
Ｑ

ハ
凶
甘

一
○
○

○

○

八
凶
同

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

、
４
７

Ｊ
し
や

○

○

○

○

ハ
い
㈲

Ｏ
Ｏ
Ｏ
ｏ
Ａ
Ｗ
Ｏ
Ｏ
○
○

ハ
い
門

○
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ａ
Ｗ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
ｊ
７
ｊ

ｆ

○

○

○

○

蝸

叩

Ｏ

Ｏ

Ａ
豆
Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ａ
Ｗ
一

○

○

○
○

‐

Ｊ

７

鰯

Ｌ
ｆ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ａ
Ｗ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
ｊ
７
Ｌ
Ｔ
Ｏ
ｏ

Ｏ

Ｏ

い

げ

○
○
０
０

且
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Ｏ
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し
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凶
ｖ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
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ｊ
７
Ｌ
Ｔ
Ｃ
Ｏ
Ｏ
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Ｊ
句
ノ

し
八
ｌ

Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
い
け
○
○

七
七
歳
の
安
永
八
年
《
礎
巽
Ｊ
蝿
Ｔ
労
ｙ
兆

二
七
七
九
年
）
の

鳥
侭
毫
装
、
質
夏
六
月

自
筆
で
す
．
」
半
形
拙
鐸
榊
杢
鍾
惇
棒

．
壱
移
入
ｆ
帥
在
直
街
上
掛
胤
掛
蔚
ぞ
農

Ｉ
処
弗
遼
胤
乖
狐
似
狐
箆
花
水
参
偽
噂
↑

》

▲

坊
灸
ら
吃
山
禅
脚

嘆
山
ム
チ
切
卜
釣
り
准
艤
ｙ
り
よ
．
２
蜂
繁
繁
彦
稀
凡
痩
、

る
俗
世
間
を
さ
け
詩
歌
や
自
由
に
討
論
す
る
七
賢
人
の
こ
と
で
、

七
友
の
呼
称
は
他
藩
、
他
郡
に
は
あ
り
ま
せ
ん
。

下
手
綱
村
の
医
者
、
鈴
木
松
江
が
七
友
の
中
心
人
物
で
、
私
塾

を
開
い
て
い
ま
し
た
。
赤
浜
村
の
農
民
長
久
保
赤
水
、
石
岡
村

（
北
茨
城
市
）
の
大
塚
祐
謙
と
大
塚
一
成
（
医
者
）
、
友
部
村

（
十
王
町
）
の
医
師
福
地
東
園
、
木
皿
村
（
北
茨
城
市
）
の
農
民

柴
田
東
江
、
諏
訪
村
（
日
立
市
）
の
修
験
朝
日
旭
峰
な
ど
が
松
江

宅
に
集
会
し
ま
し
た
。

ひ
や
く
し
上
う
に
ち
ょ
う
く
ん

松
江
（
名
は
玄
淳
）
の
著
書
に
は
、
百
姓
日
用
訓
（
旭
峰
の
序
）
、

と
う
し
ひ
ょ
う
そ
く
こ
う

の
う
た

れ
ご
や

唐
詩
平
灰
考
と
和
漢
年
代
歌
（
赤
水
の
序
）
、
根
小
屋
鈴
木
系

や
ま
な
お

譜
（
自
筆
）
、
山
直
略
記
（
自
筆
）
、
松
江
雑
録
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

左
の
㈲
は
、
小
説
粋
言
１
巻
之
一
の
訳
本
を
借
用
し
自
筆
し
た

天
明
二
年
二
七
八
二
年
）
の
書
で
す
。
口
は
山
直
略
記
二
五

と
も
く

し
し
ど

葉
）
で
伴
部
櫛
形
之
城
と
矢
田
部
山
直
氏
、
宍
戸
氏
、
小
野
崎
氏

の
系
譜
（
系
図
と
略
司
、
７
人
青
世
字
魚
ぞ
勿
誤
な
奉
艮
’
八
地

記
）
を
示
し
、
文
中

李
潅
雌
螺
源
諦
輕
崎
一
一
一
〃
》
群
祁
ｗ
雑
燭
非
挙
雍
恥
轆
創
峰
諏
誘
い
》

江
、
朝
日
旭
峰
（
名
；

は
祐
誠
）
ら
の
考
証

が
あ
り
ま
す
。
玄
淳

喜
坤
協
肋
４
息
菩
ご
諏
景
・
り
う
Ｙ
り
ユ
ゾ
ｉ
４
ｒ
Ｙ
３
〃
ベ

徴
惟
り
極
１
‐
Ｊ
；
…
《
：

琴
永
へ
乙
一
冤
春
：
可
“

>味

荊
識
弾
鍬
講
和
燕
梁
郷
難
鍛
燕
難

成

雛
豊請
手ご氷上

震
昭

隈躯
濫:琳
永唯
句竺

賜世
泉退
胤幽

無
燕
架
無
表
装
坪
染
織
燕
装
縦
燕
哩
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日赤アマチュア無線奉仕団
ま己ひつ

滝昌弘さん

（大和町）

日赤アマチュア無線奉

仕団の高萩地区分団の15

人が参加して、非常通信

高
萩
海
水
浴
場
が
オ
ー
ブ
ン

計| |練を実施しました。水戸の日赤県本

部と各市町村の災害時の通信計||練や

市の庁舎から山間地域を結ぶ通信感度

の測定や交信調査などもあわせて実施

しました。…7月19日 （日）

§騨

｜ まさみち

Lし助友正道さん(安良川)撮影

愛正園に演劇慰問
神
永

（
東
本
町
）
撮
影

↓
八
重
樫
弘
子
さ
ん

ひ
さ
こ

寿
子
さ
ん

（
高
萩
中
ｑ

美しい砂浜をもつ高萩海水浴場がオープンし

ました。 8月16日旧)までたくさんの人でにぎわ

いますが、 これに先だち関係者約70人が参加し

て安全祈願祭が行われました。…7月17日(金）

!；
畷

、

年

ウ
オ
ー
ク
・
ラ
リ
ー
交
流
会

高萩中学校のJR

C (青少年赤十字）C (青少年赤十字）

ー

と演劇部の約40人が、安良川の愛正園を訪

れ、周辺の草刈りや演劇「ねむり姫」を演じながら慰問をしまし

た。私は、主役をやってとても緊張しましたが喜んでくれたのでう

れしかったです。 ･ ･ ･7月20日 （月）

親子水泳教室

勤労青年少年ホームで、 「勤労青少年の日」

記念事業として、 72人が参加してウォーク・ラ

リー交流会が開かれ、その後、バーベキューで

楽しい交流を図りました。…7月19日旧）
わらかい

彙谷みどりさんと
とも み

智美ちゃん
（島名）

雛
灘
蝉
難江

尻
監
督
が
市
長
訪
問

子どもも息つぎができないし、私も泳げないので少しでも泳げる

ようにと一緒に参加しました。秋山小学校のプールで14組、 29

人が参加しました。…7月21日(火)から29日(水)の間の7日間

独襯F器､）

（
）

： 瀞 I
騨伊
P

癖

１

あきら

プロ野球横浜大洋ホエールズの江尻亮監督

（本町出身)が一時帰省し､大久保市長を表敬

訪問しました｡市長は｢監督は地元の誇り、みん

なで応援していますので頑張ってください」と

激励しました｡…7月22日(水）

口
個人優勝

小学校低学年堀田孝二(若葉剣士会）

高学年国井良浩(高萩武徳殿）

中学校1年(男)藤橋次央(十王）

2年(男)岩崎誠一(錦）

3年(男)高木浩智(錦）

1年(女)大藤悦子(高萩武徳殿）

2年(女)蛭田郁江(錦）

3年(女)佐藤参稔(高萩武徳殿）
一般(男） 青木誠司(十王）

（女） 芥』潤子(松岡剣士会）

第13回高萩市内剣道錬成大会

6月28日旧)･ ･ ･市民体育館

（敬称略）

団体優勝

小学校低学年石岡剣道教室

高学年日立電線日高道場

を中心に、 カラオケ演歌を練習していま

防止にもなり、みなさんでとても楽しく

・ 3木曜日の午前中です。

横田ミエさん（有明町）

す。ストレスの解消やボケ

歌っています。練習は第1
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ジャガイモ⑳収穫

蕊
原 ゆう子さん

（下手綱）

の八幡宮前の家庭

モ堀りに行きまし

の収穫がありまし

家の庭で近所の人

ガイモパーティー

の日は、 30世帯、

良川

ガイ

キロ

このコーナーでは，まち

の話題を紹介します。あな

たもミニ記者になって，ま

ちの話題を写真でお寄せく

ださい。

た。さっそく、

と一緒に、ジヤ

をしました。こ

約150人が参加、

穫でした。 ．”7

約2

月5 I

▼
水
野
ト
シ
さ
ん
（
島
名
）
撮
影
手
れ
も
練
子

パソコンの体験学習

‐

柴
田

し
げ
る
繁
さ
ん
言
浜
町
）

／

すみこ

澄子さん

（下手綱）

昨年に続いて2回目ですが､今年もパソコンでオセロ
か

ゲームや図形を描いたりして楽しみました｡みんな夢中に

なってパソコンに熱中してしまいました｡中央公民館で高

齢者大学の4年生のパソコン体験学習に45人が参加しまし

た｡…6月24日(水）

ターで13人のみなさんが参加して点字講

座の開講式が開かれました。…7月11日(二日
戸村

男のテーブル

ー

防犯青少年柔剣道大会…
かす さ

根本一輝
くん

(高萩小6年）

柔道の大

会で､昨年、

決勝戦で負

けてしまつ

；

たので、今年は優勝でき

て、 とても良かったと喜ん

でいます。高萩中学校で、

第39回高萩譽察署管内防

犯青少年柔剣道大会が開か

れ約650人が参加しまし

た。…7月5日 （日）

一度も包丁を持ったことはあり

ませんでしたが､参加して良かっ

たですね。はじめに、カツオのさ

ばき方を教わり、そのあと家で2

回､カツオを買ってきて料理しま
さかな

したが好評です｡酒の肴を自分で

作るのはおもしろいですね｡中央

公民館で､月1回､第3土曜日の

夜､男のテーブルが開かれていま

す｡…6月20日(土）

密

－－

職
f…

､録

鍵議騨

（有明町）

大高満男さん
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蕊

労 賞，
夢 ､て職轤
高萩高等学校（弓漬、陸上競技、柔漬）

蕊灘蕊鎖篭蕊蕊鍵蕊鷺蕊

蕊

蝿
篝 蕊

難

しんや こ また っとむ とも ふみひと

鈴木I|直也くん小又誠くん小室勉＜ん籠島智くん大松史人くん
（弓道・ 3年） （弓道・ 2年） （弓道・ 3年） （弓道・ 3年） （弓道 3年）
☆自分の力を出☆先輩の足を引☆自分で納得の☆練習の成果を☆自分たちの力
せるよう頑張りっ張らないよういく弓道ができ発揮できるようを試してきたい

たい にしたい れば十分 頑張りたい

'
〆

みなさん

M 蕊
にならないよう出して、ぜひ、 で、ぜひ、優勝こがれて柔道を

にしたい 優勝したい したい 始めました

みんな笑顔でハイ、ポーズノ

勤労青少年ホームの

高萩コスモステニスクラブ
ー

勤労青少年の日の7月18日(土)、東京

の中野サンプラザで行われた「平成4年

度勤労青少年の日・中央大会」で高萩市

勤労青少年ホームの高萩コスモステニス

クラブ（鈴木一也代表、会員18人）が労

働大臣褒賞の栄に輝きました。これは高

萩コスモスクラブの日ごろの活動が認め

られたものです。

鈴木代表は「今まで賞をもらったこと

がないのでみんなとても喜んでいます。

テニススクールへの協力などホームを通

じて長い間活動を続けてきてよかったで

す。友だちの輪も広がり今が一番充実し

ていますね。 」 と喜びの声をこう話して

いました。

全国高等学校総合体育大会全国高等学校定時制通信制体育大会

＊弓道（男子団体）

個人では過去2回出場していますが、

団体の出場ははじめてなので、 49都道府

県の代表を相手に、予選を突破（32チー

ム） したいと監督や選手のみなさんも張

り切っています。

と き 8月6日(木)から9日（日）

ところ宮崎県宮崎北高等学校

』L監督森千尋先生

＊陸上競技(400.800メートル）

初出場ですが好記録が期待されます。

と き 8月7日(金)から．9日（日）

ところ東京都国立霞ケ丘競技場

監督鈴木千恵子先生

＊柔道 4年連続出場の蛭田さんは開会

式の席上で連続出場表彰されます。

(1年が準優勝2年が第3位、 3年が第

5位でした。 ）
斗
さ
系
一
叔
自

｝
‐
｝

と
と
監

8月23日 （日）

東京都講道館

鈴木幸男先生

（
） シーズンを前に

救急法の講習会

小学生福祉施設見学会
h

無
織痩ザ 予

柏
義
夫
さ
ん
言
萩
）
撮
影

一

蕊蕊
濁
黙

…龍
鵯
藍

醤

露

高等学校開放講座 勢劉＃ ;蕊
7月24日(金)高萩消防署では、夏のプー

ルシーズンを前に、高萩ビーチガーデン

のう．－ルサイドで救急法の講習会を開き

ました。

講習会には、高萩ビーチガーデンの従

業員10人が参加、 2人1組になって、人

形を使った人工呼吸法などに汗を流しな

がら、高萩消防署の職員に教わり熱心に

勉強していました。

「刻字入門…刻字で表札を作ってみま

せんか」と呼びかけた平成4年度の高等

学校開放講座の開校式が7月25日出高萩

高等学校で行われ、約20人のみなさんが

参加しました。この講座は、 12月までに

あわせて10回開かれ、 自分の家の表札な

どを作ろうというもので、参加されたみ

なさんは猛暑の中、熱心に勉強していま

した、

§

子どものときから福祉の芽を育てよう
しようらい

と7月25日(土)特別養護老人ホームの松籟

荘で、小学生福祉施設見学会が市内の各

小学校から約40人が参加して行われまし

た。松籟荘では、おじいさんやおばあさ

んへの手紙の朗読や歌やゲームなど楽し

いひとときを過ごしました。

②



め･ざ･せ/市長杯
中肝
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第20回記念高萩市長杯争奪軟式野球大会組み合わせ表

8月30日旧)から9月27日旧)まで
高萩ガッツ

§/30A①卜
高萩ニッカン

9/6A①－
和田塗装工業

§/30A②ト
ドライバーズ

13A①－
K D K

8/30A③卜
KDD茨城野球部 ’

9/6A②－
コミックス

8/30A④ト
高萩ジョインズ ’

20A①－

レインボー ，

8/30B①F
TEZUNA倶楽部

9/6A③－
高戸クラブ

§/30B③卜
本町萩友会

13A②－
J A高萩市

8/30B③ト
な か ま

9/6A④－

昭和興産㈱

8/30B⑭ト
ファイヤーズ

○ KARASUO

帝石プロパンズ型
Ｊ
痂

哩
唖
同

一
恥
一

7月20日 （月）秋山の下山田誠司さ

んの水田で、低コスト稲作技術確立実証

モデル事業の現地研修会が､関係者約150

人の参加で開かれました。

この日は、 ラジコン産業用無人へリコ

プターR50のデモフライトや乳苗技術

による農作業の時間の省力化などについ

て研修していました。

この無人ヘリコプターは、昨年から水

稲本田防除としての実用化に入っていま

す。参加者は、 このラジコンヘリコプタ

ーの病害虫の防除のための農薬散布作業

を熱心に見守っていました。

ロブスターズ

中村自エ

アドベンチャーズ

ライオンズクラブ

高萩ジェッツ

チームむりやり○

BACKTICKO

駒木原野球クラブ

山手クラブチーム

N T T高萩

千代田クラブ

NEWYANKEES

島名ベクターズ

高萩小堀○

G I P SO

高萩コムラーズ

山之内製薬㈱

TAKAHAG ？

メンズクラブ

生化学工業㈱

ピンキーズ

東日本エンジニアルグ○

クガーズ○

パイレーツ

シンデレラ

高萩商事㈱

新生ワイルドギース

高萩郵便局チーム

Sweet Spot

和華羽会○

l3BQ)

､8/30F(3
9/6C@

38/30F@

一H20A(3

0G句

9/6C

-斗8/30GG

13B(2)

-1型塑
9/6C@

斗§凧面

＝

（
）

27A(Z)27A(J
27A⑤

蟻溌煎穿劉細融ト
9/6B①－

日立信用組合高萩支店
f"8/30D@

友 仁 会 F
13AG

高 萩 会8/30D③ト
R I N YU !

9/6B②－
高萩向洋 i

･名 球 会8/30D④卜

､8/30Im
9/6D(D

8/30H(Z)

l3B③

8/30H@

9/6，(2)

8/30H(Z)

20A@ 20A④

○極東製薬工業㈱

社会福祉協議会の

支部長研修会

7月21日(火)中央公民館で、約50人

が参加して社会福祉協議会の支部長研修

会が開かれました。社会福祉協議会では、

今年の6月に市内28支部にわかれ、い

っそうきめの細かい地域活動をめざして

います。この日は、顔合わせをはじめ、

各支部の活動状況や事業の発表など活発

な意見の交換が行われました。

具体的には、支部の広報紙の発行や社

会福祉協議会の活動についてのアンケー

ト調査、会費の徴収などの問題について

熱心に話し合われました。

8/30E①ト
ビアーズ

9/6B③－
NKハンマーズ

8/30E②ト
秋 友 会

13A@
ウィナーズ

8/30E③卜
W A V E

9/6B④－
千代町クラブ

§/30E魯卜
コミュニティねもと

､8/301(')
9/6D@

48/301(Z)

l3B(4

､8/30I@
9/6D@

斗8/301④

A/高萩市営野球場

D/KDD野球場

G/松丘高校グランド

○…シード

B/高浜運動広場

E/高萩高校グランド

H/高萩中学校グランド

C/大心苑野球場

F/高萩工業高校グランド

｜／松岡中学校グランド

高齢者大学のターゲット・
バード・ゴルフコンペ

高齢者大学の球技クラブの22人が参加

して、はじめてのターゲット ・バード・

ゴルフのコンペを大心苑で開きました。

好きな人がいて、いいスコアもでていて、

みんな上達が早いですね。球技クラブの

メンバーは、約40人、昨年の12月にでき

て、月に2回、高浜運動広場で手づくり

の道具で練習してきました。

……7月21日(火）

厩
栽
暦

…

鷺

蕊
藻

灘蕊醗灘灘驚議 灘溺騨難溌蕊蕊

｢コンペはとても、おもしろいよノ」
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蕊鐵蕊蕊議蕊蕊蕊蕊議蕊議蕊蕊蕊蕊蕊英
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島名の林
ひろ

子さん、大

4歳の大

み木、絵本

んは、何で

とみ子さんとお母さ
も、 み ゆ

夢<ん、美有ちゃん

夢〈んは、プール遊

が大好き。 1歳の美

も食べるかわいい子

蕊溌鍵議議鶏騨鱗灘鍵鍵

公立の幼稚園小‘中学校は

9月から第2土曜日が休みになります

灘議雛唖鴬…
q】 q］

蕊驚鱗蕊溌難識蕊議議駕篭
児童扶養手当と特別児童手当の

現況届けを忘れずに！

鐸

高萩市立の幼稚園、小・中学校では、

9月から毎月第2土曜日を休みとする

「学校週5日制」が実施されます。

この「学校週5日制」の実施にあたっ

ては、子どもたちがゆとりのある生活の

中で人間形成の基礎づく I)や、 さまざま

な体験ができるよう、家庭や地域社会の

果たす役割に期待するところは非常に大

きいものがあります。

各学校では、 自ら学ぶ意欲と主体的に

考え判断し行動できる能力の育成を重視

した、新しい教育のめざす教育課程を編

成し指導にあたっているところです。

土曜日が休みになることによって、子

どもたちが自由な時間を友だちとの遊び

や自然とのふれあい、家族とともに過ご

すなど、その中で自分で考え、計画し判

断することを身につけていけるものと考

えます。

市民のみなさんには、 この制度が円滑

に実施されますようご理解とご協力をよ

ろしくお願いします◎なお、小・中学校

の児童・生徒の家庭には、学校を通して

「教育茨城・家庭版No.29， 7月15日（水）

発行」が配布されていますので、ぜひ、

あわせてご覧ください。

1言簔率雲線の通行規㈲驚灘蕊勘粥

児童扶養手当、特別児童手当を受給し

ているみなさんは、毎年、支給要件を確

へ認するため、現況届を提出しなければな

‐りません。この届けを出さないと、受給

資格があっても8月以降の手当が受けら

れなくなりますので必ず手続きをしてく

ださい。現況届の用紙等は、 8月上旬に

送付します。

鱗蕊蕊灘灘蕊灘灘
主要地方道高萩・大子線(国道341)は、

7月20日(月)まで日曜日及び土曜日の午後

を除き、全面通行止め（午前9時から午

後4時）の通行規制をしてきました。引

き続き次のとおり通行規制を行いますの

で、ご協力をお願いします。

期間 8月11日(火)から9月10日(木)ま

で。 （事務整理の都合上、受付

日を指定して連絡します。 ）

提出先福祉事務所

＊平成4年1月1日に高萩市に住民登録

をしていなかった人は、前住所地から

の所得証明書（児童扶養手当等用）が

必要です。受給者の状況によって、添

付書類がそれぞれ違いますので、詳し

くは福祉事務所へおたずねください。

と き 7月21日(火)から9月30日（水）

ところ大能地内

（高萩方面から小滝沢キャンプ場

までは通行できます。 ）

通行規制の内容［全面通行止め］

< {"W鱒轆|櫛不能で命
（ただし、土曜日、 日曜日と8月12日伽

から16日旧)は片側通行できます。 ）

尋↑楽しい夏休みを花貫渓谷で↑
合

可
ｊ

Ｆ
Ｌ

8月の個人事業税の第1期の納期

i日立社会霊言撫にI… 瀞

第1期分の納税通知書は、 8月中旬こ

ろお手元に届きます。 8月末日までに納

虻)ましよう。なお、便利な口座振替によ

る納税の制度がありますのでご利用くだ

さい、

蕊灘楽しい夏休みを家族連れやグループで

花貫渓谷の花貫ふるさと自然公園センタ

ーを利用してお楽しみください。 国家公務員の完全週休2日制の実施に

伴い、県庁や各社会保険事務所が7月18

日仕)から毎週土曜日が休みになりました

市では、みなさんの年金に関する問い

合わせに、正確にお答えするために、社

会保険事務所や県と連絡をとらなければ

ならない場合があります。特に、厚生年

金加入期間の確認、及び、年金の請求に

関しては、即答できない場合があります

このため、年金に関するお問い合わせは

できるだけ土曜日以外にしていただくよ

うお願いします、

開館時間午前9時から午後4時まで。

休館日毎週月曜H

（祝祭日の場合は翌日）

立体映像 (3D方式)の上映時間、午前

10時、 11時、午後1時、 2時

3時(ただし、 メガネ代が200

円がかかります。 ）

デイ・キャンプ場（日帰り）

バーベキュー用の炉と鉄板の

セットで1,000円、予約制で

すので事前に予約してくださ

い。燃料は実費です。

i少年水泳大会の日程の変更1

8月20日(木)に松岡中学校で行われる予

定だった少年水泳大会は、都合により8

月18日㈹［天候が悪いときは19日(洲］ に

日程が変更になりましたので、おしらせ

します。その他については変更はありま

せん両

⑯
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（ 高萩のひと）
／’

7月1日現在

（ ）内は前月比

市県民税(2期)／国民年金(8月分

お忘れな<｡ 8月31B(月)までにネ！

1含畠黙険保健施設事業I
出願手続認定試験願耆・履歴書の用紙

は、返信用封筒(角型3号、 120

円切手添付） を添えて請求して

ください｡

出願先志310 水戸市三の丸1-5-38

茨城県教育庁教職員第一課

il交通安全納涼盆踊りと夏の風物市↑
～本町通り商店会～

鍵
議灘驚溌§騨蕊

灘蕊
蕊鶴蕊謬f屯黙鯉増蠅j“d

国民健康保険加入者を対象に、人間ド

ック （成人病予防の総合健康診査、外来

日帰りコース） を実施します。

受診料 36， 050円

臓甫舎淵H1
健康診査機関高萩協同病院（安良川）

実施機関 1 2月1日㈹から3月31日

（水）まで。 ‘ （ただし、土・ 日・

祝日は除きます。 ）

検査時間午前8時30分から午後2時

まで。

対象者 前年度までの国民健康保険税

を完納した世帯で、 4月1日

現在、 30歳以上70歳未満

の人（老人保健法による医療

受給者を除きます。 ）ただし

現在、医師の治療を受けてい

る人、妊娠中の人は除きます

募集人員 120人

申込方法 8月26日 （水）から9月8

日 （火） までに、保険証とハ

ンコをお持ちになって、直接

保険年金課で申請してくださ

い。定員になり次第締め切り

ます。

◎受診の対象となった人には、受診補助

決定通知書を10月中旬ごろまでに送付

する予定です。

夏の交通安全キャンペーンをかねて、

納涼盆踊りや夏の風物市などを催します

人気の10レンジャーも来るよ。

と き 8月22日 （土）雨天順延

午後6時から9時まで。

ところ本町通り1丁目から2丁目まで

の区間

1
【
－ 1とうろう流しと花火大会↑＝第7回高萩市民健康まつり

霧 譲篭灘 懲謬

市民のみなさんの総合的な健康づくり

を推進するため、市民健康まつりを開催

します。

と き 8月16日 （日）午後6時30

分から

ところ関根川河口

（高萩ビーチガーデン前）

*駐車場がありませんので、車での見学

はご遠慮ください。

と き 8月30日 （日）

午前1 0時から午後3時まで◎

ところ文化会館

テーマ笑顔すこやかわれら

たかはぎ元気人

内容

＊司会東京太さん

＊イメージキャラクター発表と表彰等

＊講演会小林亜星さん

「歌は世につれ世は歌につれ’

I第3回訓市望み会カラオケ嫉会↑

し 巽
~ 9月6日 （日）

正午から

文化会館ところ

*入場無料

第6回ﾁｬﾘﾃｨ歌と踊り暇しり集い

i平成4年度就学義務猶予免除者の

中学校卒業程度認定試験

…鐸瀧 …

9月1 3日 （日）正午から

文化会館（入場無料）

ま出演者を募集していま~す

と き

ところ

＊ただ’

と き 11月6日 （金）

ところ水戸市立第二中学校（試験場）

午前10時から午後3時40分まで

試験科目と程度中学校の国語・社会・

理科・外国語(英語)の各教科。

外国語は、希望によりドイツ語

または、 フランス語とすること

もできます。

願書受付期間 8月3日(月)から9月2日

（加まで。ただし、土・日

曜日を除きます。

当日消印有効

…蕊;瀧驚鱗溌…

リサイ伽

面~;,~"

篝

⑰ りぷなさんのちょっとした工夫などをご蓮絡ください。市民活動課か23-2"I内線2〃

…

獺蕊蕊蕊蕊溌織艤鐵 繍蕊議繍蕊蕊議蕊蕊蕊灘

議蕊鱗譲蕊鱗瀧繍灘鵜蕊蕊議蕊灘耀蕊蕊蕊鍵識;溌蕊蕊灘蕊鱸灘蕊

霧織議…蕊…

難繼蕊騨關 …



議慧灘
ちっちゃなスケツチフ%ヅク

L=
X蕊

iバｽで巡る身近な県政一県政教室にご参加ください-ll 蕊

F山田理恵ちゃん(上手綱・ 5歳)の絵です

◎友部・笠間コース

（見学先：総合福祉会館、教育研修センター、笠間芸術の森公園、飯田ダム）

10月27日㈹日立駅中央口（8 ：30発、 16 :00着）定員50人

◎霞ヶ浦コース

（見学先：霞ヶ浦ふれあいランド、霞ヶ浦流域下水道事務所）

10月29日（木） 日立駅中央口（8 ：30発、 16 : 30着）定員50人

◎子ども向け県政教室コース

（見学先：霞ヶ浦ふれあいランド、歴史館）

11月13日㈱県民の日水戸駅南口(9 :00発、 16:00着）定員50人

参加資格＊県内にお住まいの15歳以上の人（中学生及び県職員は除く。 ）

＊子ども向けコースについては、県内にお住まいの小・中学生で保護者

等の同伴が必要です。

ー申込先官製往復はがきに、住所、氏名、年齢、性別、職業、電話番号、希望ツ

アーコースとその実施日、希望発着場所を記入のうえ、壷310水戸市棚

町1-3-1県北地方総合事務所県民生活課へ。はがき1枚につき4人まで

記入できます。申込多数の場合は抽選。申込締切 8月31日(月) (当日消

印有効）

その他参加費無料。昼食は各自持参のこと。応募の結果、いずれか1コースに

決定された人は、他のコースへ参加できません。 （見学施設は、都合に

より変更される場合があります。 ）

香典返しの－部

塩畑忠さん．秋山(200,000円）

▼市内の各小学校へ

フツツイ （遊具） 2,500個＝久保田住

宅機器

香典返しの－部

塩畑忠さん．秋山（200,000円）

▼市内の各小学校へ

フツツイ （遊具） 2,500個＝久保田住

宅機器

1下水道に関する標語 ll )て〃

おう〃

鍵鱗 これからの主なもよおしものです。

下水道に対する理解と関心を深め、下

水道の普及とその活用を促進しようとす

るため、 9月10日(和の全国下水道促進

〆~、デーを中心に下水道促進週間が展開され

マます。この一貫として、茨城県では標語

を募集します。

劇団銀河鉄道、ぬいぐ

るみミュージカル

「赤ずきんといじわる

狼」 （一部、幼稚園・

保育園観劇会）

ジャズコンサート

猪俣猛トリオ、ほか

日本民族舞踊団公演 10月24日 （土）

世界が喝采した

開演午後2時

入場料3,000円(全席指定）

団体割引(10人以上）

2,700円 12月13日 （日）

入場券発売中

9月27日 （日）

題 材

応募資格

応募方法

下水道促進に関すること。

県内居住者

官製はがきに作品と住所、氏

名（ふりがな）年齢、職業、

電話番号、を明記してくださ

い。

9月10日(和

"319-13多賀郡十王町大字

伊師2,220番地、日立･高萩・

十王広域下水道組合総務課

応募者には参加賞、優秀作品

には知事賞等の賞状及び賞品

をお送りします。

鍵
鱗 r驚驚

可

蕊蕊灘

慧
鱗

鱗
鱗

締め切り

送付先
灘

霞
議蕊

＃

織
蟻

蕊撫騨鞭
鱗その他 蕊灘灘蕊灘鍵

その他、演劇‐て(/ﾉ'i出、 Y貝塚リ ク左》ヘノーユーミユーンツク住と

を予定しています。

島名ねもと．コミュニティストア高浜やお

インター店･ピアノマート(磯原)･コミュニ

目･日立シビックセンター･高萩市文化会館

a23-7411

プレイガイド★

仲屋書店･コミュニティストア上

ヨップサカモト．Yショップ高萩

ｱ川上かねこ(十王) ･日立市民会食

★

田所書店

けん･YS

ティスト

｢下水道守る自然と生かす水」

（茨城県推進標語）
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◎8月

譲灘鍵鱗

鱈蕊蕊溌

塞
溌漁鴬溌灘

妙賛◇念少劣〉冷妙妙《今．

〃貨や？嘩秒今苧繊亨

驚駕認灘蕪
溌灘蕊灘灘

灘灘蕊鞠灘
Ｆ１〆〆〃“、へ噂やも筆？寸嶋勺亨、やも

鯵や・ゞやや命呼や噂今寺

窪薄恋灘錘村郷雑

灘悪懲鐵認舜

簿群議蕊

ナーナ

の土曜閉庁は，

8日/22日です。

◎市役所 恋23－2111㈹

◎8月の土曜閉庁は，

8日/22日です

◎市役所 恋23－21111
鍵議蕊鍵議灘蕊織識灘蕊蕊議鍵蕊蕊鍵

|’
寺

平成5年4月採用の市職員

《･職種及び募集人員

職種 募集人員 受験資格

☆高校卒業者（見込み含む｡ )
若干名

昭和44年4月2日以降の出生者

☆短大卒業者（見込み含む。 ）

昭和42年4月2日以降の出生者

☆大学卒業者（見込み含む。 ）

昭和40年4月2日以降の出生者

若干名
☆昭和34年4月2日以降の出生者

若干名

若干名

弾 技術職

(建築、土木の

専門課程を終

了、または､終

了見込みの人）
鯛鯛褐0且W鳥蠅椙談室
鈴木清相談員／市民活動課･内線261

鰯蕊鱗蕊鞄W鮮護懲童
市民活動課･内線261

灘･離職重纈躍母午前，
保健センターa24-2121

調理手

(調理手の免許

は問いません｡）

用務手 若干名若干名 ｜ ☆昭和34年4月2日以降の出生者

必要添付書類履歴書、卒業証明書（または、卒業見込証明書） 、成績証明

書（開封無効）

受付期間 8月10日 （月）から9月5日 （土） まで。 （日曜日と第2

4土曜日は除く。第1 ． 3土曜日は正午まで。 ） 、郵送は9

月5日 （土）の消印有効

試験日 9月20日 （日） 午前10時

会場 中央公民館大会議室

‐

鬮鯛鯛鬮:篝電話で打ち合わ
高萩小学校窓23-4240

鯛灘繍霊驚員鰯1＝
壷22 5683／社会福祉協議会･内線354

鱸鱸騨需駕鱗1－
盆22-5683／福祉事務所･内線352

鶴蕊霧鰯繊

I
【
－平成5年4月採用の高萩市・十王町事務組合消防職員

｡;･職種及び募集人員
8月28日(金)／午前9時から12時／北茨城

市心身障害者福祉センター／盆43-3115

／身体障害者手帳とハンコを持参のこと。

"/福祉事務所･内線353

L
鰻

受験資格職種 募集人員

校卒業者程度以上の人（見込み含む。 ）昭和
4月3日から昭和50年4月2日までの出生者

消防吏員 若干名（男子）

尋鯛獣駕繍蝉蒸
ネ｡/教育委員会指導課冠23-1131

息蕊霞蕪罵鮖畢:瀞
鈴木廣美さん(上君田)，原口咲子さん(舂日町)

大平喜美子さん(本町)へ。

灘騨蕊鍛骸黙鰍亨
水戸自動車保険請求相談センター･水戸市

南町3 4-57／水戸セントラルビル4階含

（0292)25-1331／弁護士相談日は毎週水

曜日午後1～4時／電話(直通)での相談

は恋(0292)26-1693

必要書類

受付期間

履歴言、卒業証明書（または、卒業見込証明書） 、成績証明

書（開封無効） 、受験申込耆（消防指定の様式）

8月13日 （木）から9月12日 （土） まで。 （日曜日は除マ

〈。土曜日は正午まで。 ） 、郵送は9月1 2日 （土）の消印

有効

9月20日 （日） 午前10

高萩市・十王町事務組合消防

日立市

マリア号がやって来る

試験日

会場

時

本音’

『

サンタ
弾騨騨騨騨蕊

；
コロンブスが新大陸到着に使用した

「サンタ・マリア号｣.が復元され、 日立

港にやって来て、乗船公開されます。

ｑ
サ
ン
タ

蝿

霞 鱗

撫齢 マ
リ
ア
号

蕊9月の日曜当番医
と き◎入港8月1 9日 （水）午前

10時30分．出港8月24日 （月）午

前10時30分．乗船見学（先着順）

8月20日 （木) ･ 21日 （金）◎自

由見学、入港中の毎日、午前9時から

午後5時まで。

ところ 日立港第4埠頭

問い合わせ日立市役所企画調整課

a0294-22-3111

I

唾且 児 ノ

時間は， いずれも午前9時から午後4時までです，

⑲

§灘鍵蕊灘灘灘蕊 灘議 議蕊鍵鶏灘蕊蕊

識鐙蕊
要塞ﾆ …‘

鰯鰯蕊鑿蕊騨鰯鍵鍵鑛騨織

鍵溌鱗鍵懲§

辮誌》》榊比黙騨罐鍛評騨錘》蕊》祥鐸騨鐸毎鍵洋

…
溌鱗灘霧鵜鍵蟻蕊蕊鳶灘難蕊議鍵鍵鱗

＄
辮蕊》灘》識》鍔騨》》蝉》》》鍵騨韓

鶴溌鴬鍛鑛鰯

蕊溌鱗灘蕊

6日 飯島医院 大和町 a ５３２２ルゴ

13日

20日 石 病院 東本町 冠
I

〕 -1711

渡医院 大和町 冠

十王医院 十干町 念 1-3266

滝川医院 春日町 a23-3100

記 ハハハハ
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毎年、夏に行われる

関根川のとうろう流し、

そして花火大会｡とう

ろうの灯が､川面に映

り、そして夜空に開く

花火｡その組み合わせ

は､なんとも日本的な

風景です｡今後もあの

幻想的な風景を眺め、

そして今は亡き祖先を

しのびたい気持ちです。

（
》

§騨鱗 ;“

ひら

原野を拓く農民
樵

蕊驚斑鱸溌
騨識

罐…．
－j』 ご』 ､]鈍語こ勢畢鍔､二 J一

喝害を持ちながら俳句を
作るためにワープロを勉強

した吉田さんのバイタリテ

ィに頭が下がります。 ま

た、施設に入っていても積

極的に地域へ出て活動して
います。生涯学習や地域福

祉活動が叫ばれている今、
私たちも負けずに後に続か
なければいけないと思いま

した。 （春）

学校PTA広報委員のみ
なさんは、母、妻、そして

職業人のなかで広報紙を作

(島名）
川の谷あ

－トル、

､ 1637年

佐次衛門
)ぶぎよう

奉行野澤

発証文を

が、田畑

なので村

した。

を免除し

感謝し、

刻んだ報

ひっそり

を拓く農

す。

〈
）

っています。良い広報紙を

各家庭に送りたいと、休日
返上で活動していますが、

ない文字に抵抗が
煩した原稿が集ま

とか。市報も日常

す。でも、めげず

てくださいね。
（ヒロ）

書き慣
あり、

りにく

茶飯事
に頑張

れない。

依頼し7

いとか。

です。 －

って〈プ
市民憲章

1 ．自然をたいせつにし;工葵しいまちをつくりましょう

1 ．きまりを守り，明るいまちをつくりましょう

1 ．礼儀を正しくし， うるおいのあるまちをつくりましょう

1 .元気で働き，豊かなまちをつくりましょう

1 ．思いやりのある，あたたかいまちをつくりましょう

_ゴゴイ

この市報は，エコマーク認定の再生紙を使用しています。

⑳


